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本
稿
は
、
和
刻
本
『
訳や
く

解か
い

笑し
ょ
う

林り
ん

広こ
う

記き

』
の
全
訳
と
注
釈
で
あ
る
。『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
、
文
政

十
二
年
（
一
八
二
九
）
刊
、
半
紙
本
二
巻
二
冊
、
施
訓
者
は
江
戸
時
代
末
期
の
文
人
「
一い
つ

噱き
ゃ
く

道ど
う

人じ
ん

」、

遠と
お

山や
ま

荷か

塘と
う

と
目
さ
れ
る
。

　

本
書
は
、
清
代
に
中
国
で
出
版
さ
れ
た
笑
話
集
『
新し
ん

鐫せ
ん

笑し
ょ
う

林り
ん

広こ
う

記き

』（
全
十
二
巻
四
冊
）
所
収
の

八
二
七
話
の
な
か
か
ら
三
〇
五
話
を
選
録
し
、
訓
点
、
左
訓
、
割
注
を
施
し
た
訓
訳
本
で
あ
る
。

　

和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
を
注
釈
す
る
に
あ
た
り
、
明
清
時
代
に
中
国
で
出
版
さ
れ
た
以
下
の

三
つ
の
笑
話
集
を
特
に
詳
細
に
調
査
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
書
誌
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。

　　

一
、『
絶ぜ
つ

纓え
い

三さ
ん

笑し
ょ
う

』
四
冊
（
七
二
六
話
）、
開
口
世
人
輯
、
聞
道
下
士
評
、
曼
山
館
徐
孟
雅
梓
行
、

万
暦
四
四
年
（
一
六
一
六
）
序
。
現
存
テ
ク
ス
ト
は
、
東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
の
一
本
。

　　

二
、『
笑し
ょ
う
府ふ

』
十
三
巻
四
冊
（
六
〇
〇
話
＋
類
話
）、
馮ふ
う

夢ぼ
う

龍り
ゅ
う

編
、
一
六
四
六
年
ま
で
に
成
立

か
。
現
存
テ
ク
ス
ト
は
、
内
閣
文
庫
蔵
本
（『
馮
夢
龍
全
集
』
第
四
一
巻
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
三
年
六
月
）
に
影
印
あ
り
）、
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
（
ウ
ェ
ブ
公
開
）、
武
藤
禎

夫
先
生
旧
蔵
本
（『
笑
府
集
成
』（
太
平
書
屋
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
に
影
印
あ
り
）、
大
阪
天

満
宮
御
文
庫
蔵
本
、
荒
尾
禎
秀
先
生
蔵
本
（
巻
九
ま
で
の
三
冊
、
ウ
ェ
ブ
公
開
）
の
五
本
（
同

板
）。
な
お
、『
笑
府
集
成
』
の
各
話
に
附
さ
れ
た
通
し
番
号
は
、
四
三
頁
の
第
五
八
話
（
実
は
、

第
五
九
話
）
以
降
、
一
話
ず
つ
ず
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
松
枝
茂
夫
訳
『
全
訳
笑
府
（
上
・
下
）』

（
東
京
、
岩
波
書
店
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
一
月
、
二
月
）
の
番
号
に
合
わ
せ
た
も
の
だ
が
、

岩
波
文
庫
本
に
は
不
備
が
あ
り
、
第
五
八
話
以
降
、
一
話
ず
つ
ず
れ
て
い
る
点
に
注
意
。

　

　

三
、『
新し
ん

鐫せ
ん

笑し
ょ
う

林り
ん

広こ
う

記き

』
十
二
巻
四
冊
（
八
二
七
話
）、
遊
戯
主
人
纂
輯
、
粲
然
居
士
参
訂
、
乾
隆

二
六
年（
一
七
六
一
）、宝
仁
堂
刊
。
現
存
テ
ク
ス
ト
は
、京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
、

筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
（
刊
記
記
載
の
封
面
を
欠
く
）
の
二
本
。
異
板
に
、
内
閣
文
庫
蔵

本
（
乾
隆
四
六
年
（
一
七
八
一
）、書
業
堂
刊
）
が
三
本
（
一
本
は
封
面
を
欠
く
）
存
す
る
。「
明

清
善
本
小
説
叢
刊
」（
天
一
出
版
社
、一
九
八
五
年
五
月
刊
）
の
影
印
は
、内
閣
文
庫
本
の
コ
ピ
ー
。

な
お
、『
新
刻
笑
林
広
記
』
の
現
存
テ
ク
ス
ト
は
、同
治
元
年
（
一
八
六
二
）
刊
本
（
関
西
大
学
蔵
）

が
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

　　
　
　

凡
例

　　

本
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
笑
話
に
つ
い
て
、
原
文
（
和
刻
本
）、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
注
、
補
注
、

余
説
に
よ
り
構
成
し
た
。

　

原
文
（
和
刻
本
）
は
、原
則
と
し
て
正
字
（
旧
字
体
）
を
用
い
た
が
、「
荅
（
答
）」「
响
（
響
）」「
汙

（
汚
）」「
盃
（
杯
）」「
睹
（
覩
）」
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
文
字
入
力
が
可
能
な
異
体
字
に

つ
い
て
は
、
正
字
に
よ
ら
ず
、
可
能
な
か
ぎ
り
原
本
の
表
記
を
保
存
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

書
き
下
し
文
は
、
常
用
漢
字
・
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
し
た
が
っ
た
が
、
表
外
漢
字
は
正
字
（
旧
字

体
）
を
用
い
た
。
書
き
下
し
文
の
ル
ビ
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。
ま
た
、
書
き
下
し
文
は
、

原
則
と
し
て
『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
訓
点
に
し
た
が
っ
て
作
成
し
た
が
、
部
分
的
に
訓
を
改
め
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
注
に
明
記
し
た
。

　

現
代
語
訳
、
注
、
補
注
、
余
説
は
、
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

　

原
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
に
附
さ
れ
た
句
読
点
（
。
）
が
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
に
附
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
本
文
お
よ
び
書
き
下
し
文
に
読
点
（
、
）
で
示
し
、
句
点
（
。
）
と
区
別
し
た
。

　

割
注
は
、
本
文
と
は
区
別
し
、﹇　

﹈
内
に
記
し
た
。

　
　
　
『　

訳　

解　

笑　

林　

広　

記　

』
全　

注　

釈
（ 

一 

）

川
上　

陽
介
（
工
学
部
教
養
教
育
）

　
　
　

序
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『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
底
本
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）、「
東
都
書
房 

玉
巖
堂 

發
兌
」
の

刊
本
（
架
蔵
本
）
を
使
用
し
た
。
な
お
、
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
、
冒
頭
に
原
序
三
丁
、
目

次
一
丁
を
附
す
が
、
本
稿
の
最
後
に
附
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
原
文

（
外
題
）

譯
解
笑
林
廣
記　

一

　（
見
返
し
）

　

文
政
己
丑
新
鐫

　　

遊
戯
主
人
纂
輯

　

一
噱
道
人
譯
解

　
笑
林
廣
記　

全
四
冊

　　
　

東
都
書
房
玉
巖
堂
發
兌

　
　
　
　
　
　
　
　

玉
巖
書
堂
發
兌
（
朱
印
）

　
書
き
下
し
文

（
外
題
）

訳や
く

解か
い

笑せ
う

林り
ん

広く
わ
う

記き　

一い
ち

　（
見
返
し
）

　

文ぶ
ん

政せ
い

己き

丑ち
う

新し
ん

鐫せ
ん

　

遊い
う

戯ぎ

主し
ゆ

人じ
ん

纂さ
ん

輯し
ふ

　

一い
つ

噱き
や
く

道だ
う

人じ
ん

訳や
く

解か
い

　
笑せ
う

林り
ん

広く
わ
う

記き　

全ぜ
ん

四よ
ん

冊さ
つ

　
　

東と
う

都と

書し
よ

房ば
う

玉ぎ
よ
く

巌が
ん

堂だ
う

発は
つ

兌だ

　
　
　
　
　
　
　
　

玉ぎ
よ
く

巌が
ん

書し
よ

堂だ
う

発は
つ

兌だ

（
朱
印
）

　
注○

文
政
己
丑
＝
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）。
○
新
鐫
＝
新
た
に
板
木
を
削
る
こ
と
。「
鐫せ
ん﹇juān

﹈」

は「（
板
木
を
）け
ず
る
」意
。
唐
本『
笑
林
広
記
』の
タ
イ
ト
ル
は
、明
代
刊
本「
新・

鐫・

笑
林
広
記
」（
内

題
）、
清
代
刊
本
「
新・

刻・

笑
林
広
記
」（
内
題
）。○
遊
戯
主
人
＝
清
代
の
人
。本
名
不
詳
。『
笑
林
広
記
』

の
編
者
。
○
纂
輯
＝
編
集
。「
纂さ
ん﹇zuǎn

﹈」「
輯し
ふ﹇jí

﹈」、
と
も
に
「
あ
つ
め
る
」
意
。
○
一
噱
道
人
＝

遠と
お

山や
ま

荷か

塘と
う

の
号
。「
噱き
や
く﹇jué

﹈」
は
「
わ
ら
う
」
意
。「
一
噱
道
人
」
と
は
「
お
笑
い
仙
人
」
ほ
ど
の

意
味
で
あ
る
。
遠
山
荷
塘
（
一
七
九
五
〜
一
八
三
一
）
は
、
陸
奥
の
人
。
号
は
一
圭
、
一
噱
道
人
は

別
号
。
豊
後
日
田
で
広
瀬
淡
窓
に
漢
学
を
学
び
、
長
崎
崇そ
う

福ふ
く

寺じ

で
唐
話
・
明
清
楽
・
月
琴
を
習
得
し

た
僧
侶
で
あ
る
。
三
一
歳
の
と
き
、江
戸
で
元
曲
『
西
廂
記
』・
南
戯
（
明
代
の
長
編
戯
曲
）『
琵
琶
記
』

な
ど
の
中
国
戯
曲
作
品
を
講
じ
、
自
ら
楽
器
の
製
作
に
も
携
わ
っ
た
。
三
七
歳
で
病
没
。
朝
川
善
庵

「
荷
塘
道
人
圭
公
伝
碑
」
に
よ
れ
ば
、『
北
西
廂
記
註
釋
』『
月
琴
考
』『
胡
言
漢
語
考
』
の
著
書
が
あ
っ

た
と
い
う
。『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』（
稿
本
）
が
現
存
し
、「
唐
話
辞
書
類
集
別
巻
」（
汲
古
書
院
、

一
九
七
七
年
）に
影
印
が
収
ま
る
。
ま
た
、「
唐
話
辞
書
類
集
」第
一
集（
汲
古
書
院
、一
九
六
九
年
）に
、

白
話
辞
書
『
胡
言
漢
語
』
の
影
印
が
収
ま
る
。
○
全
四
冊
＝
原
刊
本
（
唐
本
）
の
冊
数
を
記
し
た
の
か
、

和
刻
本
の
書
肆
が
四
冊
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
た
の
か
、
未
詳
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
二

巻
二
冊
、
唐
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
は
全
十
二
巻
四
冊
。
○
玉
巖
堂
發
兌
（
朱
印
）
＝
別
本
に
「
江

都
横
山
街
玉
巖
堂
精
選
古
今
書
籍
發
兌
」（
朱
印
）
と
あ
る
も
の
、朱
印
の
な
い
テ
ク
ス
ト
も
存
す
る
。

　
補
注

　

現
在
、
中
国
国
内
で
出
版
さ
れ
て
い
る
『
笑
林
広
記
』
関
連
書
物
の
（
管
見
の
限
り
）
す
べ
て
の

解
説
（
専
門
書
か
ら
中
高
生
向
け
読
本
・
啓
蒙
書
の
類
に
至
る
ま
で
）
に
、
現
存
最
古
の
『
笑
林
広

記
』
テ
ク
ス
ト
は
乾
隆
四
六
年
（
一
七
八
一
）
書
業
堂
刊
本
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
、
そ
れ
よ
り
二
十
年
も
早
い
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）、
宝
仁
堂
刊
の
テ
ク
ス
ト
（
京
都
大
学

附
属
図
書
館
・
谷
村
文
庫
蔵
）
が
、
現
存
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
国
立
公
文
書
館
（
内

閣
文
庫
）
蔵
本
（
三
本
）、
ま
た
は
そ
の
影
印
で
あ
る
台
湾
・
天
一
出
版
社
「
明
清
善
本
小
説
叢
刊
」

所
収
テ
ク
ス
ト
が
基
本
テ
ク
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
京
大
本
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
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た
、
刊
年
記
載
の
封
面
（
見
返
し
）
は
欠
く
も
の
の
、
京
大
本
と
同
板
の
テ
ク
ス
ト
が
さ
ら
に
一
本
、

筑
波
大
学
中
央
図
書
館
に
も
存
す
る
。

　

京
大
本
『
笑
林
広
記
』
の
封
面
（
見
返
し
）
の
記
事
は
、
以
下
の
通
り
。

　　
　

乾
隆
二
十
六
年
仲
夏

　
　

新
鐫
笑
林
廣
記

　
　

古
艶　

腐
流　

術
業　

形
體　

殊
稟　

閨
風

　
　

世
諱　

儈
道　

貪
吝　

貧
窶　

譏
刺　

謬
誤

　
　

寶
仁
堂
重
梓

　　

こ
れ
に
よ
り
、乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
五
月
（
仲
夏
）
に
蘇
州
の
書
肆
「
寶
仁
堂
」
か
ら
『
新

鐫
笑
林
廣
記
』
が
「
重
梓
」（
再
版
）
さ
れ
て
い
た
、
つ
ま
り
、
こ
れ
以
前
に
も
現
在
所
在
不
明
の

初
版
本
が
出
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

な
お
、
わ
が
国
で
初
め
て
『
笑
林
広
記
』
の
訳
本
（
抄
訳
）
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
で
あ
る
（
伊
丹
椿
園
訳
『
笑
林
広
記
鈔
』）。
伊
丹
椿
園
が
、『
笑
林
広
記
』
を
翻
訳
す

る
際
に
見
て
い
た
唐
本
テ
ク
ス
ト
は
、
年
代
的
に
見
て
、
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
本

（
京
大
本
、
筑
大
本
）
か
、
中
国
で
そ
れ
以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
所
在
不
明
本
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
現
存
最
古
と
さ
れ
て
い
た
乾
隆
四
六
年
（
一
七
八
一
）
書
業
堂
刊
本
（
国
立
公
文
書
館
蔵
、

「
明
清
善
本
小
説
叢
刊
」
所
収
本
）
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
乾
隆
四
六
年
（
一
七
八
一
）
書
業
堂
刊
本
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
の
封
面
（
見
返
し
）
に

は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　　
　

乾
隆

丑
年
季
秋/

粲
然
居
士
參
訂/

新
鐫
笑
林
廣
記/

金

書
業
堂
梓
行

　　

こ
れ
に
よ
り
、
書
業
堂
刊
本
は
、
乾
隆
四
六
年
（
一
七
八
一
）
九
月
、「
金

」（
現
・
蘇
州
）
の

書
肆
「
書
業
堂
」
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
乾
隆
二
六
年
刊
本
を
出
版
し
た

「
寶
仁
堂
」
と
同
じ
、「
金

」（
蘇
州
）
の
書
肆
に
よ
る
刊
行
で
あ
っ
た
。

　　

①
辞じ

朝
ち
よ
う（
朝
廷
を
退
出
し
て
象
を
見
る
）

原
文

　
　

辞
レス

朝
ヲ

　
　

ゴ
シ
ヨ
イ
ト
マ
ゴ
ヒ

一 

教
官 

辞
レシ
テ

　

朝
ヲ

見
レル

象
ヲ

。
低―

徊
留
レテ

之
ヲ

不
レ

忍
レヒ

ニ

。
人
問
二フ

其
故
一ヲ

。
荅
テ

曰
ク

。
我
レ

想
フ
ニ

　
　
ガ
ク
カ
ウ
ノ
セ
ン
セ
イ

祭マ
ツ
リ

―

丁―

的
ノ

猪―

羊
ニ

。
有
二レ
ハ

　

這コノヤ
ウ
ニ般ノ
肥―

大
一 

便
チ

好
ケ
ン

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ヱ
フ
ク
レ
タ
ノ
カ

　
書
き
下
し
文

　
　

朝て
う

を
辞じ

す

一い
ち 

教け
う

官く
わ
ん 

朝て
う

を
辞じ

し
て
象ざ
う

を
見み

る
。
低て
い

徊く
わ
い 

こ
れ
を
留と
ど

め
て 

去さ

る
に
忍し
の

び
ず
。
人ひ
と 

そ
の
故ゆ
ゑ

を
問と

ふ
。

答こ
た
へて
曰い
は

く
、
我わ
れ

想お
も

ふ
に　

祭さ
い

丁て
い

の
猪ち
よ
や
う羊
に
、
這し
や
は
ん般
の
肥ひ

大だ
い

有あ

れ
ば
便す
な
わち
好よ

け
ん
。

　
現
代
語
訳

　

あ
る
先
生
、
朝
廷
を
退
出
し
、
帰
り
道
に
象
を
見
た
。
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
も
、
な
か
な
か

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
理わ

け由
を
訊た
ず

ね
る
と
、
こ
う
答
え
た
。

　

「
あ
の
ぉ
、
孔こ
う

子し

廟び
ょ
う

祭さ
い

の
（
お
供
え
物
の
）
豚
や
羊
も
、
こ
れ
ぐ
ら
い
大
き
く
て
太
っ
て
い
た

ら
い
い
の
に
な
ぁ
と
思
い
ま
し
て
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
一
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第
六
二

話
、一
丁
表
）。
○
辞
朝
＝
朝
廷
を
退
出
す
る
こ
と
。
左
訓
「
ゴ
シ
ヨ
イ
ト
マ
ゴ
ヒ
」（
御
所
暇
乞
い
）。

○
教
官
＝
明
清
時
代
の
中
国
に
お
い
て
、教
育
機
関
に
従
事
す
る
役
人
の
総
称
。
府
学
に
は
「
教
授
」、

州
学
に
は
「
学
正
」、
県
学
に
は
「
教
諭
」、
各
補
佐
役
と
し
て
「
訓
導
」
が
置
か
れ
た
。
左
訓
「
ガ

ク
カ
ウ
ノ
セ
ン
セ
イ
」（
学
校
の
先
生
）。
○
象
＝
明
清
時
代
、
越
南
・
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
等
か
ら
し

ば
し
ば
北
京
の
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
と
い
う
（
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
五
八
頁
）。
日
本
に

お
い
て
は
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
六
月
、
清
国
の
商
人
に
よ
っ
て
、
将
軍
吉
宗
へ
の
献
上
品

と
し
て
交
趾
国
（
ベ
ト
ナ
ム
）
か
ら
長
崎
に
象
が
も
た
ら
さ
れ
、
江
戸
ま
で
輸
送
さ
れ
た
（
享
保

十
四
年
五
月
二
十
五
日
江
戸
着
）。
そ
の
と
き
の
模
様
は
、「
か
わ
ら
版
」（
享
保
十
四
年
五
月
、
関

西
大
学
図
書
館
蔵
）
を
は
じ
め
、『
象
の
み
つ
き
』（
享
保
十
四
年
五
月
刊
、西
尾
市
石
瀬
文
庫
蔵
）、『
象

志
』（
享
保
十
四
年
五
月
刊
、
西
尾
市
岩
瀨
文
庫
蔵
）、『
詠
象
詩
』（
享
保
十
四
年
五
月
刊
、
関
西
大
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学
図
書
館
蔵
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
六

月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
長
崎
に
牝
象
が
渡
来
し
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
は
横
浜
港
に
一
頭
の

象
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
文
化
十
年
の
象
は
そ
の
ま
ま
本
国
に
差
し
戻
さ
れ
た
（『
動
物
の
旅
〜
ゾ

ウ
と
ラ
ク
ダ
〜
』（
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
、
一
九
九
九
年
）
参
照
）。
○
低
徊
留
之
＝
う
ろ
う

ろ
し
な
が
ら
、
そ
の
場
に
留
ま
る
こ
と
。「
留
之
」
の
「
之
」
は
語
調
を
整
え
る
助
辞
。
遠
山
荷
塘

の
訓
は
「
留
レテ

之
ヲ（
こ
れ
を
留
め
て
）」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
之
（
こ
れ
）」
は
代
名

詞
で
は
な
い
。
○
祭
丁
＝
孔
子
廟
の
祭
。
陰
暦
の
仲
春
（
二
月
）
お
よ
び
仲
秋
（
八
月
）
の
最
初
の

丁
の
日
（
初
四
）、
つ
ま
り
二
月
四
日
と
八
月
四
日
に
行
わ
れ
た
。「
丁
」
の
日
の
祭
で
あ
る
か
ら
、

「
祭
丁
」
ま
た
は
「
丁
祭
」
と
い
う
。
豚
や
羊
の
生
肉
が
供
え
ら
れ
た
（『
儒
林
外
史
』
第
二
回
参
照
）。

左
訓
「
マ
ツ
リ
」（
祭
）。
○
這
般
肥
大
＝
（
口
語
的
表
現
）
こ
の
よ
う
に
ま
る
ま
る
と
太
っ
た
の
が
。

左
訓
「
コ
ノ
ヤ
ウ
ニ 

コ
ヱ
フ
ク
レ
タ
ノ
カ
」（
こ
の
や
う
に
肥
ゑ
膨
れ
た
の
が
）。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
第
四
九
話
（
巻
二
腐
流
部
、
九
丁
表
）
と
同
話
だ
が
、
本
文
に
異
同
が
あ
る
。

『
笑
府
』
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
五
八
頁
参
照
。

　　
　
『
笑
府
』
第
四
九
話
（
巻
二
腐
流
部
）

　
　
　
　

教
官
辭
朝

　
　

教
官
辭
朝
。
見
象
。
看
之
。
不
覺
出
神
。
人
問
之
。
荅
曰
。
我、

、

、
想
祭

　
　

祀ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

猪
有
這
般
大
便
好

　
余
説

　

象
を
見
て
、
あ
ん
な
に
大
き
な
肉
を
た
ら
ふ
く
食
べ
た
い
と
考
え
る
、
貧
乏
教
師
の
さ
も
し
さ
を

笑
っ
た
も
の
。
和
刻
本
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
新
鐫
笑
林
広
記
』
第
六
五
話
「
厮
打
」（
巻

二
腐
流
部
、一
丁
裏
）
に
も
、肉
を
食
べ
た
が
る
教
官
の
話
が
あ
る
（『
笑
府
』
第
五
一
話
「
公
子
厮
打
」

に
類
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
）。

　　
　

教
官
の
子
ど
も
は
、
い
つ
も
県
丞
の
子
と
殴
り
合
っ
て
は
負
け
て
ば
か
り
。
家
に
帰
っ
て
、
母

親
に
泣
き
す
が
る
。
母
親
は
、「
あ
の
子
は
一
日
中
、
肉
ば
か
り
食
べ
て
い
る
か
ら
、
あ
ん
な
に

力
が
強
い
ん
だ
よ
。
お
前
と
き
た
ら
、
朝
か
ら
晩
ま
で
豆
腐
し
か
食
べ
て
い
な
い
、
だ
か
ら
力
が

出
な
い
の
だ
よ
。
肉
を
食
べ
な
い
と
、
あ
の
子
に
勝
て
っ
こ
な
い
ん
だ
よ
。」
と
言
う
。
そ
こ
で

教
官
は
言
っ
た
。「
息
子
よ
、
そ
れ
な
ら
問
題
な
い
ぞ
。
孔
子
廟
祭
が
終
わ
っ
て
か
ら
（
お
供
え

物
の
肉
を
食
べ
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
か
ら
）、
ま
た
仕
返
し
を
す
れ
ば
よ
い
の
じ
ゃ
。」

　　

孔
子
廟
祭
で
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
る
肉
が
、
常
に
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
て
い
る
教
官
の
家
族
に

と
っ
て
は
、
よ
ほ
ど
の
御
馳
走
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ホ
ル
モ
ン
で
も
ラ
ー
ド
で
も
、
な
ん
で
も
構

わ
な
い
か
ら
、
肉
な
ら
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
教
官
が
ま
る
ま
る
と

大
き
く
太
っ
た
象
を
見
た
ら
、
ス
テ
ー
キ
を
た
ら
ふ
く
ほ
お
ば
る
夢
で
も
見
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、象
を
目
に
し
た
教
官
の
様
子
を
、『
笑
林
広
記
』は「
低
徊
留
之
不
忍
去（
行

き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
そ
の
場
を
離
れ
な
い
）」
と
記
し
、『
笑
府
』
は
「
不
覺
出
神

（
思
わ
ず
う
っ
と
り
）」
と
記
し
て
い
る
。
う
っ
と
り
す
る
気
持
ち
も
想
像
さ
れ
よ
う
。

　

次
の
『
訳
解
笑
林
広
記
』
第
二
話
「
争
臓
」（『
新
鐫
笑
林
広
記
』
第
六
四
話
）
も
、
同
じ
く
孔
子

廟
祭
の
肉
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
。

　
②
争そ
う
ぞ
う臓
（
ホ
ル
モ
ン
を
奪
い
合
う
）

原
文

　
　

争
レフ

臓
ヲ

　
　
　
　

ハ
ラ
ワ
タ

祭―

丁
過
ク

。
両
廣―

文
争
二フ

一
猪
ノ

大ハラ
ワ
タ臓
一ヲ

。
各
執
二ル

其
臓
之
一
頭
一ヲ

。
一
廣
文
稍ゝ
強
シ

。
盡
ク

掣
二キ―

得
タ
リ

ガ
ク
モ
ン
シ
ヨ
ノ
マ
ツ
リ　
　
　

セ
ン
セ
イ

其
ノ

臓
一ヲ

。
争
フ

者
ノ

止ゝ
両―

手
ニ

二―

得
ル

臓
中
ノ

油ヒノ
サ
ヽ
ケ
一
捧
一ヲ

而ノ

已ミ

。
因
テ

曰
ク

。
予
レ

雖
レ

不
レト

得
二

大
一ヲ﹇
讀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ゴ
キ
ト
ル

作
二

臓
字
一

﹈。
君
無
レシ

尤
﹇
油
仝
音
﹈
焉
。

　
書
き
下
し
文

　
　

臓ざ
う

を
争あ
ら
そふ

祭さ
い

丁て
い

過す

ぐ
。
両
り
や
う

広く
わ
う

文ぶ
ん

一い
つ

猪ち
よ

の
大だ
い

臓ざ
う

を
争あ
ら
そふ
。
各
お
の
お
のそ
の
臓ざ
う

の
一い
つ

頭と
う

を
執と

る
。
一い
ち

広く
わ
う

文ぶ
ん

稍や
や

強つ
よ

し
。
尽
こ
と
ご
と

く
そ
の
臓ざ
う

を
掣ひ

き
得え

た
り
。
争あ
ら
そふ
者も
の 

止た

だ
両り
や
う手て

に
臓ざ
う

中ち
う

の
油あ
ぶ
ら 

一い
ち

捧ほ
う

を

き
し
ご

得う

る
の
み
。
因よ
つ

て
曰い
は

く
、

予わ
れ 

大だ
い

葬さ
う

﹇
読よ

み
て
臓ざ
う

字じ

と
作な

す
﹈
を
得ゑ

ず
と
雖い
へ
ども
、
君き
み 

尤ゆ
う

﹇
油ゆ

と
同ど
う
お
ん音
﹈
無な

し
。
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現
代
語
訳

　

孔こ
う

子し

廟び
ょ
う

祭さ
い

が
終
わ
り
（
お
供
え
物
の
分
け
前
に
あ
ず
か
ろ
う
と
し
て
）、
二
人
の
先
生
が
豚
の
ホ

ル
モ
ン
を
奪
い
合
っ
て
い
た
。
両
者
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ル
モ
ン
の
端
っ
こ
を
つ
か
ん
だ
。
片
方
の
先
生
の

ほ
う
が
少
し
力
が
強
か
っ
た
の
で
、
ホ
ル
モ
ン
を
ま
る
ご
と
ぐ
い
と
引
き
寄
せ
た
。
も
う
一
方
の
先

生
は
、
両
手
で
ホ
ル
モ
ン
の
油
を
わ
ず
か
に
搾し
ぼ

り
取
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
こ
で
（
経
書
の
言
葉
を

も
じ
っ
て
）
こ
う
言
っ
た
。「
我わ
れ

大
い
な
る
ホ
ル
モ
ン
を
得
ず
と
雖い
え
ども
、
君
に
豚
の
油
な
し
。（
我わ
れ

大

い
な
る
葬
儀
を
な
す
こ
と
能
わ
ず
と
雖い
え
ども
、
君き
み 

尤と
が

む
る
こ
と
な
か
れ
。）」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
一
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第

六
四
話
、
一
丁
裏
）。
○
争
臓
＝
左
訓
「
ハ
ラ
ワ
タ
」（
腸
）。
○
祭
丁
＝
前
出
。
左
訓
「
ガ
ク
モ

ン
シ
ヨ
ノ
マ
ツ
リ
」（
学
問
所
の
祭
）。
○
広
文
＝
「
教
官
」
の
こ
と
。
左
訓
「
セ
ン
セ
イ
」。
唐

代
、
天
宝
九
年
（
七
五
〇
）
に
「
広
文
館
」
が
設
置
さ
れ
、「
博
士
」「
助
教
」
等
の
職
が
設
け
ら
れ

た
。
明
清
時
代
、
教
育
機
関
に
従
事
す
る
「
教
官
」
は
「
広
文
」
ま
た
は
「
広
文
先
生
」
と
呼
ば
れ

た
。
古
来
「
広
文
先
生
」
と
は
、
そ
の
貧
乏
暮
ら
し
を
揶
揄
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
（
杜
甫
「
酔
時

歌
贈
広
文
館
学
士
鄭
虔
」）。
○
一
頭
＝
「
一
頭
児
」「
一
端
」、（
一
方
の
）
端は
し

、
端は
し

っ
こ
の
意
（
俗

語
）。
○
掣﹇chè

﹈
＝
引
き
寄
せ
る
。
○
﹇lēi

﹈
＝
（
縄
な
ど
で
）
き
つ
く
縛
る
、
括く
く

っ
て
ぎ
ゅ
っ

と
締
め
る
。「

得
」、
左
訓
「
シ
ゴ
キ
ト
ル
」。「

」
の
旁つ
く
りを
「
勤
」
と
す
る
の
は
誤
り
。
○
一
捧

＝
左
訓
「
ヒ
ト
サ
ヽ
ケ
」。「
捧
﹇pěng

﹈」
は
、
両
手
で
す
く
い
上
げ
た
も
の
を
数
え
る
量
詞
（
助

数
詞
）。「
一
捧
」
は
「
ひ
と
す
く
い
」。
○
予
レ

雖
レ

不
レト

得
二

大
一ヲ

＝『
論
語
』
子
罕
篇
（『
経
典
余
師
』）

「
予
レ

縦
ヒ

不
レト
モ

得
二

大
葬
一ヲ

。
予
レ

死
二ナ
ン

於
道
│

路
一

乎
。」「
大
葬﹇dàzàng

﹈」
と
は
、
本
来
「
大た
い

夫ふ

の

身
分
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
葬
儀
」
の
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
同
音
語
「
大
臓﹇dàzàng

﹈」（
大
き
な

内
臓
、
立
派
な
ホ
ル
モ
ン
）
の
意
味
で
使
用
さ
れ
、「
私
は
立
派
な
ホ
ル
モ
ン
（
立
派
な
葬
儀
）
を

手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
」
と
言
っ
て
い
る
。
○
﹇
讀
作
臓
字
﹈＝「
葬﹇zàng

﹈」（
葬

儀
）
は
、
同
音
字
「
臓﹇zàng

﹈」（
ホ
ル
モ
ン
）
に
読
み
換
え
る
、
と
い
う
意
味
。「

」
は
「
葬
」

の
異
体
字
。
○
尤﹇
油
仝
音
﹈＝
「
尤﹇yóu

﹈」
と
「
油﹇yóu

﹈」
は
同
音
字
で
あ
る
、
の
意
。「
仝
」

は
「
同
」
の
異
体
字
。
な
お
、「

」「
尤
」
二
字
に
附
さ
れ
た
割
注
は
、『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
施

訓
者
・
遠
山
荷
塘
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
唐
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』
に
備
わ
る
原
注
で

あ
る
。
○
君
無
レシ

尤
焉
＝
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
篇
（『
経
典
余
師
』）
に
、「
曽
│

子
ノ

曰
。
戒
レメ

之
ヲ

戒
レ

之
ヲ

出
二ル

乎
爾
一ニ

者
ハ

反
二ル

乎
爾
一ニ

者
ナ
リ

也
。
夫
レ

民
今（
二
）シ
テ

而
シ
テ

後
得
レタ
リ

反
レス
ヲ

之
ヲ

也
。
君
無（
レ
）
レ

尤
ム
ル
コ
ト

焉
」

と
あ
る
。
た
だ
し
、「
無
尤
」
は
「
無な
レシ

尤と
が

」
と
訓
み
、「
罪
は
な
い
、
非
は
な
い
、
間
違
い
は
な
い
、

誤
り
は
な
い
」
と
い
う
意
味
に
も
な
る
（『
老
子
』
第
八
章
「
上
善
ハ

若
レシ

水
ノ

。（
中
略
）
夫
レ

唯
ダ

不
レ

争
ハ

。
故
ニ

無
レシ

尤と
が

。」
な
ど
）。
こ
こ
で
は
、「
四
書
五
経
」
風
の
言
葉
を
も
じ
り
な
が
ら
「
葬
（
臓
）」

「
尤
（
油
）」
と
い
う
同
音
字
を
用
い
、
文
言
（
話
し
こ
と
ば
と
は
異
な
る
古
風
な
書
き
こ
と
ば
）
で

憎
ま
れ
口
を
叩
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
滑
稽
味
が
あ
る
。
最
後
の
一
言
を
丁
寧
に
解
釈
す
れ
ば
、
次
の

よ
う
に
な
ろ
う
。「（
君
に
根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
た
の
で
）私
の
手
元
に
立
派
な
ホ
ル
モ
ン
は
な
い
が
、（
私

が
ぎ
ゅ
っ
と
搾し
ぼ

り
取
っ
て
や
っ
た
の
で
）
君
に
豚
の
油
（
ラ
ー
ド
）
は
な
い
。」
ホ
ル
モ
ン
の
奪
い

合
い
に
敗
れ
た
貧
乏
教
師
の
負
け
惜
し
み
が
可
笑
し
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
捨
て
ゼ
リ
フ
を
経
書
風

に
解
釈
す
れ
ば
、「
私
に
立
派
な
葬
儀
は
で
き
な
い
が
、
あ
な
た
は
そ
れ
を
咎と
が

め
て
は
な
ら
な
い
。」

と
な
る
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　

豊
橋
創
造
大
学
蔵
『
繪
圖
真
正

訂
笑
林
廣
記
』（
武
藤
禎
夫
先
生
旧
蔵
本
）
巻
一
冒
頭
に
「
爭
臓
」

の
挿
絵
が
あ
る
（
一
丁
表
）。
そ
こ
に
は
、
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
の
細
い
豚
の
腸
を
二
人
の
文

士
（
教
官
）
が
引
っ
張
り
合
う
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。『
繪
圖
真
正

訂 

笑
林
廣
記
』（
四
巻
四
冊
、

袖
珍
本
）
は
、「
拈
花
一
咲
人
」
に
よ
る
「
光
緒
丁
亥
春
」（
一
八
八
七
年
春
）
の
序
文
が
附
さ
れ
た

も
の
で
、
現
存
本
『
笑
林
広
記
』
テ
キ
ス
ト
の
中
で
は
極
め
て
特
異
な
体
裁
を
も
つ
。
本
書
所
収
話

は
、
全
七
九
七
話
（
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
は
、
十
二
巻
四
冊
、
全
八
二
七
話
）、
話
の
配
列
も
ほ
ぼ

無
作
為
で
あ
る
。「
爭
臓
」
の
本
文
は
、
巻
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
③
鑽せ
ん

刺し

（
お
べ
っ
か
使
い
と
チ
ク
リ
屋
と
）

原
文

　
　

鑽
刺
﹇
嘲
下

能
做
二

趨
奉
一ヲ

者
上

﹈

　
　
　
　

ト
リ
イ
リ
マ
ヘ
ス

鼠
ト

與
二

黄
蜂
一

拜
シ
テ

為
二ル

兄
弟
一ト

。
邀
二ヘ
テ

一
秀
才
一ヲ

做
二ス

盟
証
一ト

。
秀
才
不
レ

得
レ

已
ム
コ
ト
ヲ

往
テ

列
シ
テ

為
二ル

第
三

人
一ト

。
一
友
問
テ

曰
ク

。
兄
何
ン
ソ

居
二ラ
ン
ヤ

乎
鼠
│

輩
之
下
一

。
荅
テ

曰
ク

。
他
両
個
一
ハ

會
レス

鑽
ア
ナ
ア
ケ
ル。一
ハ

會
レス

刺サ
ス
ヲ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
リ
イ
リ　
　
　
　
　
　

 

マ
ヒ
ス

我
レ

只
│

得
讓
レル

他
レ
ニ

罷
│

了
。

　
　
　
　
　
　
　
　

カ
レ
ニ
マ
ケ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
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書
き
下
し
文

　
　

鑽せ
ん

刺し

﹇
能よ

く
趨す
う
ほ
う奉
を
做な

す
者も
の

を
嘲あ
ざ
ける
﹈

鼠ね
ず
みと
黄く
わ
う

蜂ほ
う

と 

拝は
い

し
て
兄き
や
う

弟だ
い

と
為な

る
。
一い
ち
し
う
さ
い

秀
才
を
邀む
か

へ
て
盟め
い

証し
ょ
う

と
做な

す
。
秀し
う

才さ
い 

已や

む
こ
と
を
得ゑ

ず
、

往ゆ
き

て
列れ
つ

し
て
第だ
い
さ
ん
に
ん

三
人
と
為な

る
。
一い
ち

友ゆ
う 

問と
ひ

て
曰い
は

く
。
兄け
い 

何な

ん
ぞ
鼠そ

輩は
い

の
下し
た

に
居を

ら
ん
や
。
答こ
た
へて
曰い
は

く
。

他か
れ

両り
や
う

個こ

、
一い
つ

は
鑽
あ
な
あ
け
るを
会く
わ
いす
。
一い
つ

は
刺さ
す

を
会く
わ
いす
。
我わ
れ 

只ぜ
ひ

得な
く 

他か
れ

に
譲ゆ
づ

る
。

　
現
代
語
訳

　

ネ
ズ
ミ
が
ス
ズ
メ
バ
チ
と
兄
弟
の
契ち
ぎ

り
を
結
ん
だ
。
秀
才
を
一
人
連
れ
て
き
て
、
盟
友
の
証
人
に

な
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
秀
才
は
仕
方
な
く
、
末
席
を
汚け
が

す
こ
と
に
し
た
。
あ
る
友
人
が
、

　

「
貴き

兄け
い

は
ど
う
し
て
ネ
ズ
ミ
な
ん
ぞ
の
下し
も

座ざ

に
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。」

　

と
訊た
ず

ね
た
と
こ
ろ
、
こ
う
答
え
た
。

　

「
奴
ら
二
人
は
、一
人
は
穴
を
開
け
る（
人
に
取
り
入
る
）の
が
得
意
だ
し
、一
人
は
針
で
刺
す（
人

の
欠
点
を
暴
く
）
の
に
長た

け
て
い
る
。
だ
か
ら
私
と
し
て
は
、
あ
い
つ
ら
の
言
う
こ
と
に
従
う

し
か
な
い
ん
だ
よ
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
一
丁
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第
六
六
話
、

一
丁
裏
〜
二
丁
表
）。
○
鑽
刺
＝
左
訓「
ト
リ
イ
リ
マ
ヘ
ス
」。「
ト
リ
イ
リ
」は「
人
に
取
り
入
る
こ
と
」、

「
マ
ヘ
ス
」
は
「
麻
痺
さ
せ
る
」
意
か
。
本
文
中
「
刺
」
の
左
訓
に
「
マ
ヒ
ス
」
と
あ
る
。
○
﹇
嘲
下

能
做
二

趨
奉
一ヲ

者
上

﹈
＝
人
に
う
ま
く
取
り
入
る
ヤ
ツ
を
馬
鹿
に
し
た
話
。
こ
の
割
注
は
原
刊
本
に
は

な
く
、
和
刻
本
の
施
訓
者
・
遠
山
荷
塘
に
よ
る
注
で
あ
る
。
○
趨
奉
＝
迎
合
す
る
、
こ
び
へ
つ
ら
う

こ
と
。
○
黄
蜂
＝
ス
ズ
メ
バ
チ
。『
笑
府
』
第
四
〇
話
「
鑽
刺
」
は
「
蜂
（
ハ
チ
）」
と
す
る
。
補
注

参
照
。
○
秀
才
＝
「
生
員
」。
明
清
時
代
の
科
挙
制
度
に
お
い
て
、
地
方
で
行
わ
れ
る
最
初
の
試
験

に
合
格
し
、府
・
州
・
県
の
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
者
を
、「
生
員
」「
秀
才
」「
諸
生
」

「
廩
生（
廩
膳
生
員
）」な
ど
と
称
し
た
。
府
・
州
・
県
か
ら
俸
給
と
米
を
支
給
さ
れ
た（
第
五
話「
廩
糧
」

参
照
）。
○
做
盟
証
＝
盟
友
の
誓
い
を
立
て
る
証
人
と
な
る
。
こ
の
前
後
、『
笑
府
』
原
文
は
「
固
邀

一
秀
才
與
盟
（
ぜ
ひ
と
も
秀
才
に
盟
友
の
仲
間
入
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
）」
と
な
っ
て
お
り
、
微

妙
に
文
意
が
異
な
る
。
○
鑽
＝
穴
を
開
け
る
。
俗
に
「
人
に
取
り
入
る
」
意
に
用
い
る
。
こ
こ
は
両

方
を
掛
け
て
い
る
。
ネ
ズ
ミ
は
壁
に
穴
を
開
け
る
。
こ
こ
で
は
、
人
に
こ
び
へ
つ
ら
う
者
を
揶や

揄ゆ

し

て
い
る
。
右
訓
「
ア
ナ
ア
ケ
ル
」（
穴
開
け
る
）、
左
訓
「
ト
リ
イ
リ
」（
取
り
入
り
）。
○
刺
＝
針
で

刺
す
。
俗
に
「
人
の
欠
点
な
ど
を
摘
発
す
る
、
暴
き
立
て
る
、
チ
ク
る
」
意
に
用
い
る
。
こ
こ
も
両

者
の
掛
詞
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ズ
メ
バ
チ
は
針
で
刺
す
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
人
の
秘
密
を
摘

発
す
る
、
チ
ク
る
」
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
右
訓
「
サ
ス
」（
刺
す
）、
左
訓
「
マ
ヒ
ス
」（
麻

痺
す
）。『
水
滸
伝
』
第
四
一
回
に
「
這
黄
文
炳
雖
是
罷
閑
通
判
、
心
裡
只
要
害
人
。
勝
如
己
者
妬
之
、

不
如
己
者
害
人
、
只
是
行
歹
事
、
無
為
軍
都
叫
他
做
黄
蜂
刺
。」「
我
知
道
無
為
軍
人
民
都
叫
你
做
黄

蜂
刺
、
我
今
日
且
替
你
抜
了
這
個
刺
。」
と
あ
り
、
内
情
を
暴
き
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
を
陥
れ

る
卑
劣
な
悪
人
を
「
黄
蜂
刺
」（
本
名
「
黄
文
炳
」）
と
呼
ん
で
い
る
。
な
お
、
遠
山
荷
塘
が
附
し
た

割
注
（
第
七
二
話
「
医
銀
入
肚
」、
巻
上
・
二
三
丁
表
）
に
「
紙
牌
中
寫
梁
山
泊
強
盗
宋
江
等
」
と

あ
り
、『
水
滸
伝
』
の
登
場
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
荷
塘
の
念
頭
に
浮
か
ん
で
い
た
可
能
性
は
十
分
に

考
え
ら
れ
る
。
○
我
レ

＝
我わ
れ

。「
レ
」
は
、所い
わ
ゆ
る謂「
捨
て
仮
名
」。
○
他
レ

＝
彼か
れ

。
三
人
称
単
数
の
代
名
詞
。

現
代
中
国
語
と
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
、近
世
語
「
他﹇tā

﹈」
に
男
女
の
区
別
は
な
い
。「
レ
」
は
「
カ

レ
」
と
訓
ま
せ
る
た
め
の
「
捨
て
仮
名
」。
○
只
得
〜
罷
了
＝
（
俗
語
）
〜
す
る
し
か
な
い
。
訓
読

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
構
文
で
あ
る
。「
只
得
」
は
「
ゼ
ヒ
ナ
ク
」
と
訓
む
例
が
あ
る
（『
通
俗
醒
世

恒
言
』
二
、『
忠
義
水
滸
伝
解
』
一
、『
小
説
字
彙
』
な
ど
、
小
田
切
文
洋
『
明江
戸治

唐
話
用
例
辞
典
』（
笠

間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
五
五
九
頁
）
参
照
）。「
罷
了
」
は
現
代
語
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
訓
読

困
難
な
語
彙
で
あ
る
。
こ
こ
は
遠
山
荷
塘
も
訓
読
せ
ず
、「
只
得
讓
他
罷
了
」
の
全
文
に
「
カ
レ
ニ

マ
ケ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」（
彼
に
負
け
ね
ば
な
ら
ぬ
）
と
い
う
左
訓
を
附
す
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
第
四
〇
話
（
巻
二
腐
流
部
、
五
丁
表
）
と
同
話
だ
が
、
本
文
に
異
同
が
あ
る
。

『
笑
府
』
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
四
八
〜
四
九
頁

参
照
。

　　
　
『
笑
府
』
第
四
〇
話
（
巻
二
腐
流
部
）

　
　
　
　

鑽
刺

　
　

鼡
與
蜂
約
為
兄
弟
。
固
邀
一
秀
才
與
盟
。
秀
才
不
得
已
。
往

　
　

列
之
行
三
。
人
問
曰
。
公
何
以
屈
于
鼡
輩
之
下
。
荅
曰
。
他◯

◯兄

　
　

弟◯
◯
◯
◯
◯

輩
一
會
鑽
。
一◯

◯
◯

會
刺
。
我◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

只
索
譲
他
罷
了

50
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余
説

　

国
の
禄ろ
く

を
食は

む
「
穀ご
く
つ
ぶ潰
し
」
の
「
秀
才
（
諸
生
、廩
生
、生
員
）」
ど
も
が
（
第
五
話
「
廩
糧
」
参
照
）、

人
に
取
り
入
る
「
お
べ
っ
か
使
い
」
や
、
人
を
陥
お
と
し
いれ
る
「
黄
蜂
刺
」（『
水
滸
伝
』
の
悪
役
）
な
ど
に

も
頭
の
上
が
ら
な
い
、
不ふ

が

い
甲
斐
な
い
存
在
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
嘲あ
ざ
けっ
た
話
。
科
挙
の
第
一
試
験
に
合

格
し
た
「
秀
才
」
た
ち
は
、
将
来
を
期
待
さ
れ
る
幹
部
候
補
生
に
は
違
い
な
か
ろ
う
が
、
ま
と
も
に

働
き
も
せ
ず
、
受
験
勉
強
を
し
な
が
ら
俸
禄
を
支
給
さ
れ
る
「
恵
ま
れ
た
」
身
分
の
人
間
で
あ
っ
た

た
め
、
一
般
庶
民
か
ら
は
目め

の
敵か
た
きに
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
④
贄し

礼れ
い

（
謝
礼
と
土
下
座
と
五
十
文
）

原
文

　
　

贄
禮

廣
文
到クハ
ン
ニ
ツ
ク

│

任
ス

。
門
人
以
二テ

錢
五
十
一ヲ

為
レス

贄
ト

者
ア
リ

。
題
レシ
テ

刺ナフ
ダ ニ

曰
ク

。
謹
テ

具
二ス

贄
│

儀
五
十
文
一ヲ

。
門
人
某

百
頓
首
拜
ト

。
師
書
二シ
テ

其
ノ

帖
一ニ

而
返
レシ
テ

之
ヲ

曰
ク

。
二シ
│

去
リ

五
十
拜
一ニ

、
補
二
│

足
セ
ハ

一
百
文
一ニ

何
如
ン

、

門
人
荅
テ

曰
ク

、
情
│

愿
ス

一
百
五
十
拜
ニ
シ
テ

、
免
二
│

了
セ
ハ

這
五
十
文
一ヲ

又
何
如
ン

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド
ウ
ゾ
シ
テ

　
書
き
下
し
文

　
　

贄し

礼れ
い

広く
わ
う　
文ぶ
ん 

到た
う
に
ん任
す
。
門も
ん
じ
ん人 

銭ぜ
に

五ご

十じ
ふ

を
以も
つ

て
贄し

と
為な

す
者も
の

あ
り
。
刺し

に
題だ
い

し
て
曰い
は

く
。
謹つ
つ
し
み
て
贄し

儀ぎ

五ご

十じ
ふ

文も
ん

を
具ぐ

す
。
門も
ん
じ
ん人
某な
に
が
し

　

百ひ
や
く

頓と
ん

首し
ゆ

拝は
い

、
と
。
師し　

其そ

の
帖で
ふ

に
書し
よ

し
て　

こ
れ
を
返か
へ

し
て
曰い
は

く
。

五ご

十じ
つ

拝ぱ
い

に
減げ
ん

じ
去さ

り
、
一い
つ

百ぴ
や
く

文も
ん

に
補ほ

足そ
く

せ
ば　

何い
か
ん如
、
門も
ん
じ
ん人　

答こ
た
へて
曰い
は

く
、
情じ
や
う

願ぐ
わ
んす
一い
つ

百ぴ
や
く

五ご

十じ
つ

拝ぱ
い

に
し
て
、
這こ

の
五ご

十じ
ふ

文も
ん

を
免め
ん

了れ
う

せ
ば 

又ま
た

何い
か
ん如
、

　
現
代
語
訳

　

先
生
が
学
校
に
赴ふ

任に
ん

し
た
。
学
生
は
、
先
生
へ
の
謝
礼
と
し
て
、
銭ぜ
に

五
十
文も
ん

を
払
お
う
と
し
た
。

書か
き
つ
け付
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

　

「
謹
ん
で
謝
礼
五
十
文
を
御
用
意
い
た
し
ま
す
。
門
人
某な
に
が
し、
頓と
ん

首し
ゅ

百ひ
ゃ
く

拝は
い

（
百
回
土
下
座
を
い
た

し
ま
す
）。」

　

先
生
は
そ
こ
に
二ふ
た
こ
と言
書
き
添
え
、
学
生
に
返
し
な
が
ら
言
っ
た
。

　

「『
土
下
座
マ
イ
ナ
ス
五
十
回
、
謝
礼
プ
ラ
ス
五
十
の
計
百
文
』、
こ
れ
で
ど
う
だ
い
。」

　

学
生
は
答
え
た
。

　

「
ど
う
か
お
願
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
土
下
座
を
百
五
十
に
し
て
、
謝
礼
五
十
文
を
ゼ
ロ
に
す
る
、

と
い
う
の
は
如い
か
が何
で
し
ょ
う
。」

　
注○『

訳
解
笑
林
広
記
』巻
之
上
腐
流
部（
一
丁
裏
〜
二
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』巻
之
二
腐
流
部（
第

六
九
話
、
二
丁
裏
）。
○
贄
礼
＝
「
贄
儀
」。
初
対
面
の
と
き
に
持
参
す
る
贈
り
物
、
謝
礼
。
目
上
の

人
に
拝
謁
す
る
際
、
謝
礼
を
贈
る
の
が
礼
儀
で
あ
っ
た
。
明
・
無
名
氏
『
鳴
鳳
記
』
第
四
齣
「
厳
崇

慶
寿
」
に
「
下
官
久
有
此
心
。
無
由
進
見
。
且
進
見
之
時
。
必
有
贄
礼
。
若
不
投
其
所
好
。
怎
得
重

用
。」
と
あ
る
。
○
広
文
＝
「
教
官
」、
先
生
の
こ
と
（
前
出
、
第
二
話
「
争
臓
」）。
○
到
任
＝
（
新

任
教
員
が
）着
任
す
る
こ
と
。
左
訓「
ク
ハ
ン
ニ
ツ
ク
」（
官
に
就
く
）。
○
刺
＝
名
前
を
記
し
た
名
刺
、

挨
拶
の
言
葉
な
ど
を
記
し
た
書か
き
つ
け付
の
こ
と
。
左
訓
「
ナ
フ
ダ
」（
名
札
）。
○
具
＝
用
意
す
る
。
○
文

＝
銅
銭
を
数
え
る
単
位
。
銅
銭
一
枚
が
一
文
。
銅
銭
の
中
央
に
四
角
い
（
方
）
穴
（
孔
）
が
開
い
て

い
た
た
め
、
銅
銭
の
こ
と
を
「
孔
方
銭
」
と
も
呼
ん
だ
。
中
国
で
は
、
一
九
一
二
年
の
清
朝
滅
亡
と

と
も
に
廃
止
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
後
期
の
貨
幣
価
値
で
計
算
す
る
と
、
一
文
＝
約
三
十
円
、
五
十
文

＝
約
二
五
〇
〇
円
と
な
る
。
だ
い
た
い
四し

六ろ
く

蕎そ

ば麦
二
杯
分
の
金
額
で
あ
る
。
○
百
頓
首
拜
＝
百
回
、

頭
を
地
面
に
押
し
当
て
る
こ
と
。
書
簡
用
語
「
頓
首
再
拝
」
を
変
形
さ
せ
た
も
の
。
漢
・
蔡
邕
『
被

収
時
表
』
に
「
議
郎
糞
土
臣 

邕 

頓
首
再
拝 

書
皇
帝
陛
下
。」、
清
・
兪
正
燮
『
癸
巳
存
稿
』「
明
帖
」

に
「
明　

洪
武
三
年
、
礼
部
定
儀
、
敵
己
、
止
奉
書
奉
復
。
而
文
人
往
往
称
頓
首
、
称
再
拝
、
蓋
由

臨
古
帖
而
勦
襲
之
。」
と
あ
る
。
明
清
時
代
に
は
「
百
頓
首
拜
」
も
所
詮
は
書
面
上
の
社
交
辞
令
に

す
ぎ
ず
、
実
際
に
土
下
座
を
し
て
い
た
訳
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
を
こ
の
貧
乏
教
師
は
、
謝
礼
の
額

を
釣
り
上
げ
る
た
め
の
口
実
と
し
て
、
五
十
拝
を
五
十
文
に
換
算
し
た
と
こ
ろ
が
実
に
浅
ま
し
く
、

可お

笑か

し
い
。ま
た
こ
の
学
生
の
、「
そ
れ
な
ら
謝
礼
の
五
十
文
を
ゼ
ロ
に
し
て
土
下
座
百
五
十
回
分
に

換
算
し
て
く
れ
」
と
い
う
即
座
の
対
応
も
気
が
利
い
て
い
る
。
○
二シ
│

去
リ

五
十
拜
一ニ

補
二
│

足
セ
ハ

一
百

文
一イ

＝
「
減
二ジ
│

去
リ

五
十
拝
一ヲ

、
補
二
│

足
セ
バ

一
百
文
一ニ

」（
五
十
拝
を◯

減
ら
し
、
そ
の
分
を
謝
礼
に
補
い

足
し
て
、
百
文
と
す
る
）
と
訓
む
べ
き
と
こ
ろ
。
文
字
で
書
い
て
示
し
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
た
め
、

文
言（
書
き
言
葉
）ら
し
く
、五
言
二
句
に
字
数
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
○
情
愿
＝
心
か
ら
願
う
。「
愿
」

は
「
願
」
の
異
体
字
。
左
訓
「
ド
ウ
ゾ
シ
テ
」（
ど
う
ぞ
お
願
い
で
す
か
ら
〜
し
て
く
だ
さ
い
）。
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補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
余
説

　

ま
た
し
て
も
、
お
金
に
目
が
な
い
ケ
チ
で
貪
欲
な
先
生
の
話
。

　

な
お
、
学
生
が
示
し
た
書か
き
つ
け付
の
文
章
は
、
次
の
よ
う
な
七
言
二
句
に
な
っ
て
い
る
。

　　
　

謹
具
贄
儀
五
十
文
。
門
人
某
百
頓
首
拜
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
先
生
が
補
筆
し
た
二
句
も
、
五
言
で
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　　
　

去
五
十
拜
。
補
足
一
百
文

　　

本
文
を
中
国
語
で
音
読
す
れ
ば
七
言
と
五
言
の
リ
ズ
ム
を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
訓

読
の
際
に
は
原
文
の
リ
ズ
ム
が
失
わ
れ
る
た
め
、
常
に
注
意
し
て
味
わ
い
た
い
。

　
⑤
廩り
ん

糧
り
よ
う（
扶
持
米
…
国
の
禄ろ
く

を
食は

む
ヘ
ッ
ピ
リ
書
生
ど
も
を
馬
鹿
に
し
た
話
）

原
文

　
　

廩フチ
粮マイ
﹇
嘲
下

放
│

屁
諸
生
ノ

吃
二ス
ル

廩
糧
一ヲ

者
上ヲ

﹈

粮
長　
　

收
レメ

粮
ヲ

在
二リ

倉
廩
内
一

、
耗
│

鼡 

甚
タ

多
シ

、
潜
ニ

伺
レフ

之
ヲ

、
見
三ル

黄
鼡
ノ

群
二

食
ス
ル
ヲ

其
中
一ニ

、
開
レテ

ネ
ン
ク
カ
ヽ
リ
ノ
庄
ヤ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

イ
タ
チ

倉
ヲ

掩トラ
マ
ヘ
ル

│

捕
ス

、
黄
鼡
ニ

有
二リ

護サ
イ
ゴ
ヘ
身
屁
一

、
連
リ
ニ

放
二ス

数
個
一ヲ

、
里
│

長
大
ニ

怒
リ

曰
ク

、
這
│

様
ノ

放タハケ│ヘ
ヒ
リ屁
畜モ
ノ│生
、

也
タ

被ル
下

他
ニ

吃
二
│

了
シ

粮
一ヲ

上ラ

、

　
（
眉
批
）
畜
生
与
諸
生
音
相
近

　
書
き
下
し
文

　
　

廩り
ん

糧り
や
う﹇
放ほ
う

屁ひ

諸し
よ
せ
い生
の
廩り
ん

糧り
や
うを
吃き
つ

す
る
者も
の

を
嘲あ
ざ
ける
﹈

糧り
や
う　
長
ち
や
う 

糧り
や
う
を
収を
さ

め 

倉さ
う

廩り
ん

内な
い

に
在あ

り
、
耗か
う

鼠そ 

甚は
な
は
だ
多お
ほ

し
、
潜
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
伺う
か
が
ふ
、
黄く
わ
う
鼠そ

の 

そ
の
中な
か

に
群ぐ
ん

食し
よ
く
す
る
を
見み

る
、
倉く
ら

を
開あ
け

て
掩え
ん

捕ほ

す
、
黄く
わ
う
鼠そ

に
護ご

身し
ん

屁へ 

有あ

り
、
連し
き

り
に
数す
う

個こ

を
放は
な

す
、
里り

長ち
や
う 

大お
ほ
い

に
怒い
か

り
て
曰い
は

く
、
這し
や

様や
う

の
放へ
ひ
り屁 

畜ち
く

生し
や
う、
也ま

た
他か
れ

に
糧り
や
うを
吃き
つ

了り
や
うし
去さ

ら
る
、

　
（
眉び

ひ批
）
畜ち
く

生し
や
うと
諸し
よ
せ
い生
と
音お
と 

相あ
ひ
ち
か近
し

現
代
語
訳

　

俸ほ
う
ろ
く
ま
い

禄
米（
年
貢
）の
管
理
者
、
扶ふ

ち持
米ま
い

を
倉
庫
に
収
め
た
。
ネ
ズ
ミ
が
余
り
に
多
か
っ
た
の
で
、
中

を
覗の
ぞ

い
て
み
る
と
、
イ
タ
チ
が
群
が
っ
て
米
を
む
さ
ぼ
り
食
っ
て
い
た
。
倉
庫
を
開
け
て
捕
ま
え
よ

う
と
す
る
と
、イ
タ
チ
は
続
け
て
何
発
も
最さ
い

後ご

っ
屁ぺ

を
放は
な

っ
た
。庄し
ょ
う屋や

は
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
て
言
っ
た
。

　

「
こ
ん
な
臭
い
屁
を
す
る
ケ
ダ
モ
ノ
た
ち
に
ま
で
（
こ
ん
な
ヘ
ッ
ピ
リ
書
生
た
ち
に
ま
で
）、

扶ふ

ち持
米ま
い

を
食
わ
れ
て
し
ま
う
と
は
!
」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
二
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第
七
二
話
、

三
丁
表
）。
○
廩
粮
＝
「
廩
膳
」「
廩
食
」「
廩
禄
」、
官
給
の
食
禄
。
科
挙
の
最
初
の
試
験
に
合
格
し

た
者
は
、国
か
ら
米
を
支
給
さ
れ
た
。
国
の
禄ろ
く

を
食は

む
者
を「
廩
膳
生（
員
）」「
諸
生
」と
呼
ん
だ
。「
粮
」

は
「
糧
」
の
異
体
字
。
左
訓
「
フ
チ
マ
イ
」（
扶
持
米
）。
江
戸
時
代
の
武
士
が
俸
禄
と
し
て
受
け
取
っ

て
い
た
米
を「
扶ふ

ち持
米ま
い

」と
い
う
。
○
嘲
下

放
│

屁
諸
生
ノ

吃
二ス
ル

廩
糧
一ヲ

者
上ヲ（
割
注
）＝
ヘ
ッ
ピ
リ「
諸
生
」

ど
も
が
国
の
禄ろ
く

を
食は

ん
で
い
る
の
を
嘲あ
ざ
けっ
た
も
の
。「
諸
生
」
は
「
秀
才
」「
生
員
」「
廩
膳
」
な
ど

と
同
意
。俸
禄
を
受
け
な
が
ら
科
挙
の
受
験
勉
強
を
続
け
る
書
生
の
こ
と
。役
に
立
た
な
い「
穀ご
く
つ
ぶ潰
し
」

と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
○
粮
長
＝
明
清
時
代
、
俸
禄
米
の
管
理
者
を
「
糧
長
」
と
言
っ

た
。
江
戸
時
代
の
「
庄
屋
」「
名
主
」
に
相
当
す
る
。
左
訓
「
ネ
ン
ク
カ
ヽ
リ
ノ
庄
ヤ
」（
年
貢
係
の

庄
屋
）。
○
耗
鼠
＝
「
耗
子﹇hàozi

﹈」「
老
鼠﹇lǎoshǔ

﹈」、
ネ
ズ
ミ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』
で
は
「
耗
」
を
「
減
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
お
り
（「
怪
其
日
耗
（
そ

の
日ひ
び

に
耗か
う

す
る
を
怪あ
や

し
み
＝
日
に
日
に
米
が
減
っ
て
い
く
の
を
お
か
し
い
と
思
い
）」）、「
減
る
」
と

い
う
意
味
の
語
「
耗
」
が
「
耗
子
（
ネ
ズ
ミ
）」
と
い
う
語
の
連
想
に
引
き
ず
ら
れ
て
生
じ
た
誤
伝

の
可
能
性
が
あ
る
。
漢
語
で
は
通
常
ネ
ズ
ミ
の
こ
と
を
「
耗
鼠
」
と
は
言
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
○

掩
捕
＝
捕
ら
え
る
、
つ
か
ま
え
る
こ
と
。
左
訓
「
ト
ラ
マ
ヘ
ル
」（
捕
ま
え
る
）。
○
護
身
屁
＝（
イ

タ
チ
の
）
最
後
っ
屁
。
イ
タ
チ
や
ス
カ
ン
ク
は
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
肛
門
か
ら
強
烈
な

悪
臭
を
と
も
な
う
分
泌
液
を
放
出
し
、
敵
が
悪
臭
に
ひ
る
ん
だ
隙
に
逃
げ
る
。
左
訓
「
サ
イ
ゴ
ヘ
」

（
最
後
屁
）。
○
這
様
（
口
語﹇zhèyàng

﹈）＝
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
、
こ
ん
な
。「
か
や
う
に
」

と
い
う
訓
み
も
あ
り
得
る
が
、和
刻
本
に
フ
リ
ガ
ナ
は
な
い
。
○
放
屁
畜
生
＝
「
放
屁
」
も
「
畜
生
」

も
「
バ
カ
野
郎
」「
こ
の
野
郎
」
な
ど
と
い
う
言
い
方
に
近
い
罵
語
だ
が
、
本
来
「
放
屁
」
は
「
屁

を
放
つ
」、「
畜
生
」は
「
禽
獣
」「
動
物
」「
ケ
ダ
モ
ノ
」
の
こ
と
。
左
訓
「
タ
ハ
ケ
モ
ノ
」（
た
わ
け
者
）。
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○
畜
生
与
諸
生
音
相
近
（
眉
批
）＝「
畜
生﹇chùshēng

﹈」
と
「
諸
生﹇zhūshēng

﹈」
と
は
発
音
が

近
い
、
と
い
う
意
味
。「
畜
生
（
ケ
ダ
モ
ノ
、
バ
カ
野
郎
）」
は
「
諸
生
（
国
の
禄
を
食
ん
で
い
る
書

生
た
ち
）」
の
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
。
な
お
、「
眉
批
」
と
は
、
漢
籍
に
お
い

て
「
上
段
欄
外
に
附
さ
れ
た
注
や
批
評
（
頭
注
）」
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
「
眉
批
」
は
、唐
本
『
新

鐫
笑
林
広
記
』
に
は
な
く
、和
刻
本
の
施
訓
者
、遠
山
荷
塘
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
○
也（
口
語﹇yě

﹈）

＝
〜
も
（
ま
た
）。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』第
三
五
話（
巻
二
腐
流
部
、三
丁
裏
〜
四
丁
表
）、『
絶
纓
三
笑
』第
三
八
九
話（
巻

三
、
時
笑
・
影
語
二
七
、一
三
丁
表
〜
裏
）
と
同
話
だ
が
、
本
文
に
異
同
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原

文
は
以
下
の
通
り
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
四
四
〜
四
五
頁
参
照
。

　　
　
『
笑
府
』
第
三
五
話
（
巻
二
腐
流
部
）

　
　
　
　

又
（
喫
糧
）

　
　

粮
長
収
粮
在
倉
。
恠
其
日
耗
。
潜
視
之
。
見
黄
鼡
羣
食
其
中
。

　
　

亟
開
倉
掩
捕
。
黄
鼡
有
護
身
屁
。
放
之
不
已
。
大
怒
曰
。
這、
、様

　
　

放、
、
、
、
、

屁
的
畜
生
。
也、
、
、
、
、
、

吃
了
我
粮
去

　　
　
『
絶
纓
三
笑
』
第
三
八
九
話
（
巻
三
、
時
笑
・
影
語
二
七
）

　
　
　
　

喫
糧

　
　

糧
長
收
糧
在
倉
。
怪
其
日
耗
。
潜
伺
之
。
見
黄
鼠
羣
食

　
　

其
中
。
亟
掩
捕
。
黄
鼠
有
護
身
屁
。
放
之
不
已
大
怒
曰

　
　

這◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

様
放
屁
的
畜
生
也
喫
了
我
糧
去

　
　
　

黄
鼠
有
護
身
屁
可
以
喫
糧
。
廩◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

生
亦
有
護
身
文

　
　
　

可◯
◯
◯
◯

以
利
考

　　
『
絶
纓
三
笑
』
に
は
、
末
尾
に
次
の
よ
う
な
対つ
い

句く

仕
立
て
の
評
語
が
あ
る
。

　　

イ
タ
チ
に
は
自
分
の
身
を
守
る
最さ
い

後ご

っ
屁ぺ

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
扶ふ

ち持
米ま
い

を
食
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
廩り
ん
せ
い生
（
諸
生
、
秀
才
、
生
員
）
に
も
自
分
の
身
を
守
る
文
章
と
い
う
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
が
試
験
の
際
の
役
に
立
つ
。

　
余
説

　

和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
上
の
二
丁
表
か
ら
六
丁
裏
ま
で
は
、
句
点
（
、
）
が
附
さ
れ
て
い

な
い
。
書
肆
に
よ
る
打
ち
損
じ
で
あ
ろ
う
か
。
唐
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』（
乾
隆
二
六
年
五
月
、
宝

仁
堂
刊
本
、
京
大
本
）
に
は
全
文
に
句
点
（
、
）
が
切
ら
れ
て
お
り
、
和
刻
本
も
こ
の
五
丁
分
以
外

の
箇
所
は
、
唐
本
に
合
わ
せ
て
句
点
が
附
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
清
代
刊
本
『
新
刻
笑
林
広
記
』
に

句
点
は
な
い
（
白
文
）。

　
⑥
野や

味み

（
鳥
肉
）

原
文

　
　

野ト
味リ
﹇
禽
獸
謂
二フ

之
ヲ

野
味
一ト

﹈

甲
乙
二
士
應
レス

試
ニ

、
甲
曰
ク

、
我
レ

夢
二ム

一
木
冲
一ル
ヲレ

天
ニ

何
如
ン

、
乙
曰
ク

、
一
木
冲
一ス
レル
ハ

天
ニ

乃
チ

未
ノ

字
也

也
、

恐
ク
ハ

非
二ス

佳
兆
一ニ

、
因
テ

言
フ

己
レ

夢
二ム

一
雉
貼
レシ
テ

天
ニ

而
飛
一フ
ヲ

、
此
レ

必
文
明
ノ

之
象
、
穏
│

中
無
レシ
ト

疑
ヒ

矣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
タ
ル

甲
揺
レシ
テ

首
ヲ

曰
、

、
イ
ヽ
ヤ

野
﹇
也◯

タ
ト

仝
音
﹈
味
也

﹇
未◯

シ
ト

仝
音
﹈、

　
書
き
下
し
文

　
　

野や

味み

﹇
禽き
ん

獣じ
ふ 

こ
れ
を
野や

み味
と
謂い

ふ
﹈

甲か
ふ
お
つ乙 

二に

し士 

試し

に
応お
う

ず
、
甲か
ふ 

曰い
は

く
、
我わ
れ 

一い
ち
ぼ
く木 

天て
ん

に
冲ち
ゆ
うす
る
を
夢ゆ
め

む 

何い
か
ん如
、
乙お
つ
い
は曰
く
、
一い
ち
ぼ
く木 

天て
ん

に
冲ち
ゆ
うす
る 

乃す
な
はち
未み

の
字じ

な
り
、
恐お
そ

ら
く
は
佳か

兆て
う

に
非あ
ら

ず
、
因よ
つ

て
言い

ふ 

己お
の
れ 

一い
つ

雉ち 

天て
ん

に
貼て
ん

じ
て
飛と

ぶ
を
夢ゆ
め

む
、
此こ
れ 

必か
な
らず
文ぶ
ん
め
い明
の
象し
や
う、
穏を
ん
ち
う中 

疑う
た
がひ
無な

し 

と
、
甲か
ふ 

首く
び

を
揺ゆ
ら

し
て
曰い
は

く
、
い

、
野や

﹇
也ま

た

と
同ど
う
お
ん音
﹈
味み

﹇
未い
ま

だ
し
と
同ど
う
お
ん音
﹈
な
り
、

　
現
代
語
訳

　

甲こ
う
お
つ乙
二
名
は
（
科
挙
の
）
試
験
を
受
け
た
。
甲こ
う

が
言
う
。

　

「
私
は
一い
ち
ぼ
く木
が
天
を
衝つ

く
夢
を
見
た
。
こ
れ
は
（
夢
判
断
と
し
て
）
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。」

　

乙お
つ

が
言
う
。

　

「『
一い
ち
ぼ
く木
が
天
を
衝つ

く
』
と
は
、『
未
』
の
字
形
を
示
し
て
い
る
（
意
味
は
「
未い
ま

だ
し
（
＝
ま
だ
合

川上　『訳解笑林広記』全注釈（一） 47



富山県立大学紀要第26巻（2016）－ －

格
し
な
い
）」）。
お
そ
ら
く
吉
兆
で
は
な
か
ろ
う
。
私
自
身
は
、
一
羽
の
キ
ジ
が
天
に
ぴ
っ
た

り
張
り
付
い
て
飛
ぶ
夢
を
見
た
。
こ
れ
こ
そ
文
徳
が
明
ら
か
に
な
る
験し
る
し（
合
格
の
予
兆
）
だ
ろ

う
。
十じ
つ

中ち
ゆ
う

八は
つ

九く

、
合
格
す
る
に
違
い
な
い
。」

　

甲こ
う

は
首
を
横
に
振
っ
て
言
っ
た
。

　
「
い
や
い
や
、（
キ
ジ
は
鳥
だ
か
ら
）『
野や

み味
﹇yěw

èi

﹈（
＝
鳥
肉
）』、
つ
ま
り
『
也や

み未
﹇yěw

èi

﹈

（
＝
お
前
も◯
、
ま◯

◯だ
）』
と
い
う
こ
と
だ
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
二
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第

七
五
話
、
三
丁
裏
〜
四
丁
表
）。
○
野
味
＝
狩し
ゅ

猟り
ょ
うの
獲え

物も
の

と
し
て
の
肉
類
。『
水
滸
伝
』
第
二
回
、

第
一
一
回
、
第
二
三
回
、
第
六
六
回
に
用
例
が
あ
る
。
左
訓
「
ト
リ
」（
鳥
）。
○
（
野
味
）
禽
獣
謂
二フ

之
ヲ

野
味
一ト

＝
「
禽
獣
」
の
こ
と
を
「
野
味
」
と
い
う
。
こ
の
割
注
は
原
本
に
は
な
い
も
の
、
つ
ま
り

遠
山
荷
塘
の
附
し
た
語
注
で
あ
る
。
○
一
木
冲
天
＝
一
本
の
木
が（
ま
っ
す
ぐ
上
に
飛
び
上
が
っ
て
）

天
を
衝つ

く
。「
冲
」
は
、「
衝
」
と
同
意
（
現
代
中
国
語
で
は
「
衝
」
の
簡
体
字
と
し
て
「
冲
」
を
用

い
る
）。『
史
記
』「
滑
稽
列
伝
」
に
「
国
中
有
大
鳥
、
止
於
王
之
庭
、
三
年
不
飛
、
又
不
鳴
、
王
知

此
鳥
何
也
、王
曰
、此
鳥
不
飛
則
已
、一
飛
冲
天
、不
鳴
則
已
、一
鳴
驚
人
。」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、「（
三

年
間
、
飛
ば
ず
鳴
か
ず
で
あ
っ
て
も
）
一
飛
冲
天
（
一ひ
と

た
び
飛と

べ
ば
天て
ん

を
冲ち
ゅ
うす
＝
ひ
と
た
び
大
空
に

飛
び
上
が
れ
ば
、
天
ま
で
届
く
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
本
の
木
が
天
ま
で
届
く
の
と
、
一
羽
の

鳥
が
天
ま
で
飛
び
上
が
る
の
と
、
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
同
一
で
あ
る
。
○
穏
中
＝
十
中
八
九
、
合

格
す
る
。「
穏﹇w

ěn

﹈」
は
「
き
っ
と
」「
間
違
い
な
く
」、「
中﹇zhòng

﹈」
は
「（
試
験
に
）
合
格
す
る
、

受
か
る
」
意
。
左
訓
「
ア
タ
ル
」（
当
た
る
）。
和
刻
本
は
「
中
」
に
去
声
（
現
代
音
で
は
第
四
声
に

相
当
）
の
圏け
ん
ぱ
つ発
（
右
上
の
四
声
点
）
を
附
す
。
○

＝
い
や
あ
、い
や
い
や
（
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
）。

「
﹇yí

﹈」
は
、驚
き
と
訝
り
を
表
す
感
嘆
詞
。
左
訓
「
イ
ヽ
ヤ
」。
○
（
野
）
也
タ
ト

仝
音
＝
「
野﹇yě

﹈」

は
「
也﹇yě

﹈」
と
同
じ
発
音
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。「
野
」「
味
」
に
附
さ
れ
た
割
注
は
、
中
国
原

本
に
存
す
る
原
注
で
あ
る
。
○
（
味
）
未
シ
ト

仝
音
＝
「
味﹇w

èi

﹈」
は
「
未
﹇w

èi

﹈」
と
同
じ
発
音

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
甲
の
最
後
の
言
葉
は
、「（
雉き
じ

の
夢
を
見
た
と
い
う
こ
と
は
、
鳥
肉
の
夢
な
の
で
）

「
野
味
（
鳥
の
肉
）」
＝
「
也
未
（
あ
な
た
も
、
ま
だ
合
格
で
は
な
い
）」
と
い
う
こ
と
だ
」
の
意
。

　　

補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
余
説

　

科
挙
の
試
験
を
受
け
た
ば
か
り
の
受
験
生
が
、
気
に
な
る
合
否
判
定
を
夢
判
断
で
占
お
う
と
し
た

話
。
中
国
語
の
同
音
語
（「
野
味﹇yěw

èi

﹈」
＝
「
也
未﹇yěw

èi

﹈」）
を
使
っ
た
中
国
的
ダ
ジ
ャ
レ

で
あ
る
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
収
録
話
に
は
、こ
の
手
の
中
国
的
ダ
ジ
ャ
レ
が
非
常
に
多
い
。

　
⑦
僧そ
う

士し

詰き
つ

弁べ
ん

（
和
尚
と
秀
才
が
言
い
争
う
）

原
文

　
　

僧
│

士
詰イサ
カ
イ
│

辨

秀
才
詰
二

問
シ
テ

和
│

尚
一ニ

曰
、
你
們ラ

經
│

典
ノ

内 

南
無
ノ

二
字
、
只
應
レニ

念
二

本
音
一ニ

、
為
│

何ス
レ
ソ

念
シ
テ

作
二ス

那ナ

摩モ
ト

一

、
僧
亦
シ

問
テ

云
ク

、
相
公
四
│

書
ノ

上
於オ

戯キ
ノ

二
字
、
為
何ス
レ
ソ

亦
讀
テ

作
二ス

嗚ウ

呼コ
ト

一

、
如
│

今
相
│

公
若
シ

讀
二マ
バ 

於オ

戯コ
一ト

、
小
僧
就
チ

念
二セ
ン

南ナ
ン

無ム
ト

一

、
相
公
若
シ

是
レ

嗚ウ

呼コ
ナ
ラ
ハ

、
小
僧
モ

自
│

然
要
二ウ

那
摩
一ナ
ラ
ン
ヲ

、

　
書
き
下
し
文

　
　

僧さ
う

士し

詰き
つ
べ
ん弁

秀し
う
さ
い才 

和を

尚し
や
うに 

詰き
つ
も
ん問
し
て
曰い
は

く
、
你な
ん
ぢ們ら 

経き
や
う

典て
ん

の
内う
ち
な
ん南
無む

の
二に

じ字
、
只た
だ 

応ま
さ

に 

本ほ
ん
い
ん音
に
念よ

む
べ
し
、

為な
ん
す
れ
ぞ何 

念ね
ん

じ
て
那な

摩も

と
作な

す
、
僧さ
う 

亦ま
た 

回か
へ

し
問と
ひ

て
云い
は

く
、
相さ
う
こ
う公
四し

書し
よ

の
上う
へ 

於お

ぎ戯
の
二に

じ字
、
為な
ん
す
れ
ぞ何

亦ま
た 

読よ

み
て
嗚う

こ呼
と
作な

す
、
如い

ま今 

相さ
う
こ
う公 

若も

し
於お

ぎ戯
と
読よ

ま
ば
、
小せ
う
さ
う僧 

就す
な
はち
南な
ん

無む

と
念ね
ん

ぜ
ん
、
相さ
う
こ
う公

若も

し
是こ
れ 

嗚う

こ呼
な
ら
ば
、
小せ
う
さ
う僧
も 

自し

然ぜ
ん 

那な

も摩
な
ら
ん
を
要や
う

す
、

　
現
代
語
訳

　

秀
才
が
和お

尚し
ょ
うに
問と

い
質た
だ

し
た
。

　

「
あ
な
た
た
ち
は
御お

経き
ょ
うに
出
て
く
る
『
南な
ん

無む

』
と
い
う
二
字
を
本
来
の
発
音
通
り
に
（﹇nánw

ú

﹈

と
）
読
む
べ
き
で
す
。
ど
う
し
て
『
那な

も摩﹇nàm
ó

﹈』
と
読
む
の
で
す
か
。」

　

す
る
と
僧
侶
も
聞
き
返
し
た
。

　

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
旦
那
さ
ん
、
あ
ん
た
ら
は
四
書
（『
大
学
』『
中
庸
』『
論
語
』『
孟
子
』）
に
出
て

く
る
『
於お

ぎ戯﹇yúxì
﹈』
の
二
字
を
、
ど
う
し
て
『
嗚お

こ呼﹇w
ūhū

﹈』
と
発
音
す
る
の
じ
ゃ
。
今
、
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旦
那
さ
ん
が
『
於お

ぎ戯﹇yúxì

﹈』
と
読
む
の
な
ら
、
拙せ
つ
そ
う僧
も
『
南な
ん

無む﹇nánw
ú

﹈』
と
読
む
。
だ
が

旦
那
が
（
本
来
の
漢
字
音
と
は
異
な
る
慣
用
音
に
従
っ
て
）『
嗚お

こ呼﹇w
ūhū

﹈』
と
読
む
の
な
ら
、

わ
し
も
当
然
『
那な

も摩﹇nàm
ó

﹈』
と
読
む
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
二
丁
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第
七
六
話
、

四
丁
表
）。
○
詰
辨
＝
「
詰
辯
」「
辯
論
」「
対
質
」、互
い
に
言
い
争
う
。
原
本
「
詰
辯
」、和
刻
本
「
詰

辨
」
に
作
る
。「
辯﹇biàn

﹈」「
辨﹇biàn

﹈」
は
音
通
、
常
用
漢
字
で
は
略
体
「
弁
」
を
用
い
る
。
左

訓
「
イ
サ
カ
イ
」（
諍
い
）。
○
南
無
＝
浄
土
宗
で
唱
え
ら
れ
る
「
南な

む

あ

み

だ

無
阿
弥
陀
仏ぶ
つ

（
阿
弥
陀
仏
に
帰

依
す
る
、
と
い
う
意
味
）」
の
最
初
の
二
字
。
中
国
語
で
音
読
す
る
と
き
、
本
来
の
字
音﹇nánw

ú

﹈

で
は
な
く
、慣
用
的
に﹇nām

ó

﹈
と
発
音
さ
れ
る
（「
南
無
阿
弥
陀
仏﹇nām

ó’ ēm
ítuófó

﹈」）。
○
相

公﹇xiànggōng

﹈
＝
若
旦
那
、
旦
那
さ
ん
。
明
清
時
代
の
読
書
人
に
対
す
る
呼
称
、
特
に
「
秀
才
」

に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
。
な
お
、
近
代
中
国
で
は
、
妻
が
夫
を
呼
ぶ
と
き
に
も
使
用
さ
れ
た
。
○
於

戯
＝「
嗚
呼
」、あ
あ（
感
嘆
詞
）。『
礼
記
』「
大
学
」
に
「
詩
ニ

云
。
於ア
│

戯ヽ
。
前
│

王
不
レト
云
ヘ
リ

忘
。
君
子
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
フ
ル
マ
テ

賢
二ト
シ
テ

其
ノ

賢
一ヲ

而
親
二ト
ス

其
ノ

親
一ヲ

。小
│

人
ハ

楽
二テ

其
ノ

楽
一ミ
ヲ

而
利
二ト
ス

其
ノ

利
一ヲ

。此
│ヲ

以
テ

没
レ　

世
ヲ

不
レス

忘
レ

也
」

（
和
刻
本
『
四
書
集
註
』（
元
禄
五
年
（
一
六
五
二
）
刊
）
に
よ
る
）
と
あ
る
。
中
国
で
も
日
本
で
も
、

「
四
書
」
は
朱
子
の
注
（『
四
書
集
註
』）
で
読
ま
れ
た
（
朱
子
が
整
理
し
た
も
の
を
「
四
書
」
と
い
う
）。

朱
子
の
注
に
「
於
戯
。
音
嗚
呼
。（「
於
戯
」
は
「
嗚
呼﹇w

ūhū

﹈」
と
発
音
す
る
）」
と
あ
る
。
漢
文

訓
読
で
は
、「
於
戯
」
は
「
嗚
呼
」
と
同
様
に
「
あ
あ
」
と
訓
ま
れ
た
。
な
お
、『
四
書
集
註
』
に
附

さ
れ
た
左
寄
り
の
連
字
符
号
（「
於ア
│

戯ヽ
」）
は
、
訓
読
み
の
熟
語
（
音
読
し
な
い
語
）
で
あ
る
こ
と

を
表
す
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
余
説

　

か
た
や
坊
さ
ん
が
御お

経き
ょ
うを
読
む
と
き
の
漢
字
音
、
か
た
や
学
生
が
古
典
漢
文
を
読
む
と
き
の
漢
字

音
、
ど
ち
ら
も
通
常
の
漢
字
音
と
は
異
な
る
音
で
読
ま
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
習
慣
的
に
読
み
習
わ

さ
れ
て
い
る
「
慣
用
音
」
は
、
ど
ち
ら
も
今
さ
ら
変
更
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
（
儒
者
に
よ
る
仏
教
批
判
が
当
た
ら
な
い
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
）。
儒
者
側
の
言
い
分
は
、
御お

経き
ょ
うの
文
句
「
な◯

◯む
あ
み
だ
ぶ
つ
」
を
「
な◯

◯
◯

ん
む
あ
み
だ
ぶ
つ
」
に

変
え
ろ
と
言
っ
て
い
る
に
等
し
く
、
そ
れ
が
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
は
、
儒
者
の
古
典
的
な
経
典

（
こ
こ
で
は『
大
学
』に
見
え
る「
於あ

あ戯﹇w
ūhū

﹈」）の
読
み
方
を
変
え
ら
れ
な
い
の
と
同
じ
だ
と
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
小
さ
な
こ
と
だ
が
、
最
後
の
坊
さ
ん
の
言
葉
「
如
│

今
相
│

公
若
シ

讀
二マ
バ

於オ

コ戯
一ト

小
僧
就
チ

念
二セ
ン

南ナ
ン
ム
ト無

一
（
今
、旦
那
さ
ん
が
『
於お

ぎ戯﹇yúxì

﹈』
と
読
む
の
な
ら
、拙せ
つ
そ
う僧
も
『
南な
ん

無む﹇nánw
ú

﹈』
と
読
む
。）」

に
見
え
る
「
於オ

コ戯
」
に
附
さ
れ
た
和
刻
本
の
訓
点
「
於オ

コ戯
」
は
「
於オ

ギ戯
」
の
誤
り
で
あ
る
。
あ
ん
た

も
本
来
の
漢
字
音
「
オ
ギ
」
と
読
む
な
ら
、わ
し
も
本
来
の
漢
字
音
「
南な
ん

無む

」
と
読
ん
で
や
ろ
う
じ
ゃ

な
い
か
、
と
本
来
の
漢
字
音
を
こ
こ
で
は
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
語
で
訓
読

し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
話
も
ま
た
、
中
国
語
で
音
読
し
な
け
れ
ば
意
味
の
通
り
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
中
国
語
音
が
ら
み
の
笑
話
を
日
本
人
向
け
に
選
ん
だ
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
選
者
・

遠
山
荷
塘
の
意
図
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
当
代
き
っ
て
の
中
国
語
学
者
で
あ
っ
た
遠
山
荷
塘
は
、
自

身
の
語
学
者
と
し
て
の
本
領
を
発
揮
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
話
は
、か
な
り
「
中
国
通
」

向
け
の
話
（
伝
統
的
な
漢
文
訓
読
だ
け
で
は
味
わ
い
に
く
い
話
）
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
⑧
楊よ
う
そ
う
こ
う

相
公
（
楊よ
う

の
旦
那
）

原
文

　
　

楊
│

相
│

公

一
人
問
曰
ク

、
相
公
ノ

尊
姓
ハ

、
曰
ク

楊
也

、
其
ノ

人
曰
ク

、
既
ニ

是
レ

羊
ナ
ラ
ハ

、
為イ
カ
ン
ソ甚
無
レキ

角
、
士
怒
テ

曰
ク

、

バ
カ
イ
ヌ
ノ
マ
タ
カ
ラ
デ
タ
ヤ
ツ
メ

獃
│

狗
│

入
│

出
│

的
、
那
ノ

人
錯
二リ

會
シ
テ

其
ノ

意
一ヲ

曰
ク

嗄ヤ
ヽ

﹇
錯
下
│

會
ス

謂
中フ
ト

従
二リ

母
狗
腹
中
一

出
来
ル

的
上ト

﹈、

　

ベ 

ラ 

ボ 

ウ 

メ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ヤ
オ
ヤ

　
書
き
下
し
文

　
　

楊や
う
さ
う
こ
う

相
公

一い
ち
に
ん人 

問と

ひ
て
曰い
は

く
、
相さ
う
こ
う公
の
姓せ
い

は
、
曰い
は

く 

姓せ
い 

楊や
う

な
り
、
其そ

の
人ひ
と 

曰い
は

く
、
既す
で

に
是こ
れ 

羊や
う

な
ら
ば
、

為い
か
ん
ぞ甚 

角つ
の

無な

き
、
士し

怒い
か

つ
て
曰い
は

く
、
獃
ば
か
い
ぬ
の
ま
た
か
ら
で
た
や
つ
め

狗
入
出
的
、
那か

の
人ひ
と

其そ

の
意い

を
錯あ
や
まり
会く
わ
いし
て
曰い
は

く 

嗄や
や

﹇
母は
は

狗い
ぬ

の
腹ふ
く
ち
う中
よ
り
出い
で
き
た来
る
と
謂い

ふ
と
錯さ
く

会く
わ
いす
﹈
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現
代
語
訳

　

あ
る
人
が
訊た
ず

ね
た
。

　

「
旦
那
さ
ん
の
お
名
前
は
何
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。」

　

「
楊よ
う

と
言
い
ま
す
。」

　

す
る
と
そ
の
人
は
言
っ
た
。

　

「
羊よ
う

と
い
う
か
ら
に
は
（
羊ひ
つ
じと
同
じ
よ
う
に
角つ
の

が
生は

え
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
旦
那
さ
ん
に
は
）

ど
う
し
て
角つ
の

が
生は

え
て
い
な
い
の
で
す
か
。」

　

楊よ
う

さ
ん
は
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
て
言
っ
た
。

　

「
こ
の
ボ
ケ
な
す
の
狗い
ぬ

野や

郎ろ
う

め
（
ボ
ケ
な
す
の
狗い
ぬ

野や

郎ろ
う

か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
）。」

　

そ
の
人
は
、
楊よ
う

さ
ん
の
言
葉
の
意
味
を
勘
か
ん
ち
が

違
い
し
て
こ
う
言
っ
た
。

　

「
え
っ
？　

な
ん
で
す
と
!
（
旦
那
さ
ん
は
、
ボ
ケ
な
す
の
狗い
ぬ

野や

郎ろ
う

と
交
尾
し
て
生
ま
れ
た
（
だ

か
ら
角つ
の

の
生は

え
て
い
な
い
）
羊ひ
つ
じの
ヨ
ウ
さ
ん
な
の
で
す
か
。）」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
二
丁
裏
〜
三
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部

（
第
七
七
話
、
四
丁
表
）。
○
相
公
＝
若
旦
那
、
旦
那
さ
ま
、「
秀
才
（
科
挙
受
験
生
）」
に
対
す
る
尊

称
（
前
出
、第
七
話
「
僧
士
詰
弁
」）。
○
姓
楊
也

＝
名
前
（
名
字
）
は
「
楊
」
で
あ
る
。「
楊﹇Y

áng

﹈」

（
姓
）
と
「
羊﹇yáng

﹈」（
ひ
つ
じ
）
は
同
音
。
○
既
ニ

是
レ

＝
「
既
是﹇jìshì

﹈」「
既
然﹇jìrán

﹈」（
す

で
に
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
）、現
代
中
国
語
と
同
じ
用
法
。
○
為
甚﹇w

èishén

﹈
＝
「
為
甚

」「
為

什
﹇w

èishénm
e

﹈」（
ど
う
し
て
、
な
ぜ
）、
理
由
を
問
う
疑
問
詞
。
○
獃
狗
入
出
的
＝
「
バ
カ
犬

の
腹
に
入
っ
て
、そ
こ
か
ら
出
て
き
た
ヤ
ツ
」
と
い
う
の
が
文
字
通
り
の
意
味
だ
が
、「
バ
カ
野
郎
!
」

「
こ
ん
畜
生
!
」
の
類た
ぐ
い、
人
を
罵
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
が
、
か
な
り
下げ

ひ卑
た
表
現
で
あ
る
。
現
代

中
国
語
で
も
「
狗
養
的
」「
狗
日
的
」「
狗
日
們
」「
狗
入
的
」「
狗
生
的
」「
狗
嵬
子
」
な
ど
と
言
う
。

「
日﹇rì

﹈」「
入﹇rì

﹈」
は
俗
に
「
交
尾
す
る
」
意
。「
獃﹇dāi

﹈」
は
「
バ
カ
」「
ア
ホ
」
の
意
、
簡
体

字
で
は
「
呆
」
を
用
い
る
。
科
挙
の
第
一
試
験
に
合
格
し
た
「
秀
才
（
諸
生
、生
員
）」
の
楊よ
う

さ
ん
は
、

自
分
の
名
前
を「
羊
」と
間
違
え
ら
れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
、相
手
を
下
品
な
言
葉
で「
バ
カ
野
郎
!
」

と
罵
の
の
し

っ
た
の
で
あ
る
。
右
訓「
バ
カ
イ
ヌ
ノ
マ
タ
カ
ラ
デ
タ
ヤ
ツ
メ
」（
バ
カ
狗い
ぬ

の
股ま
た

か
ら
出
た
奴や
つ

め
）、

左
訓
「
ベ
ラ
ボ
ウ
メ
」。
○
嗄や
ヽ﹇á

﹈
＝
「
啊﹇á

﹈」（
え
っ
、
な
ん
や
と
）、
驚
い
た
り
疑
問
に
思
っ
た

と
き
に
、「
え
っ
？
」
と
聞
き
返
す
感
嘆
詞
。
右
訓
「
ヤ
ヽ
」、
左
訓
「
オ
ヤ
オ
ヤ
」。
○
﹇
錯
下
│

會
ス

謂
中フ
ト

従
二リ

母
狗
腹
中
一

出
来
ル

的
上ト

﹈（
割
注
）
＝
母は
は
い
ぬ狗
の
お
腹な
か

か
ら
出
て
き
た
と
言
っ
た
の
か
と
誤
解

し
た
、
と
い
う
意
。
こ
の
割
注
は
、
和
刻
本
の
施
訓
者
・
遠
山
荷
塘
に
よ
る
訳
注
で
あ
る
。「
秀
才
」

の
罵の
の
しり
言
葉
を
文
字
通
り
に
受
け
取
り
、「
え
っ
？ 

あ
な
た
は
『
羊ひ
つ
じの
ヨ
ウ
さ
ん
』
だ
け
ど
、
狗い
ぬ

の

お
腹な
か

か
ら
出
て
き
た
ん
だ
っ
て
？ 

お
や
お
や
。」
と
解
釈
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
余
説

　

文
字
を
知
ら
な
い
無
教
養
な
人
間
に
、
自
分
の
名
前
「
楊よ
う﹇Y

áng

﹈」」
を
「
羊よ
う﹇yáng

﹈」」
と
勘

違
い
さ
れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
、「
バ
カ
狗い
ぬ
や
ろ
う

野
郎
の
生う

ま
れ
損ぞ
こ

な
い
（
獃
狗
入
出
的
）!
」
と
相
手
を

下げ

ひ卑
た
言
葉
で
罵
の
の
し

っ
た
と
こ
ろ
、今
度
は
「
バ
カ
狗い
ぬ

が
交
尾
し
て
生
ま
れ
た
（
角つ
の

の
生は

え
て
い
な
い
）

羊ひ
つ
じの
ヨ
ウ
さ
ん
」
と
、
さ
ら
に
滅め

茶ち
ゃ

苦く

茶ち
ゃ

に
勘
違
い
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
笑
い
話
。
笑
い
の
質

と
し
て
は
か
な
り
低
俗
で
あ
る
が
、
ま
た
し
て
も
荷か

塘と
う

好ご
の

み
の
中
国
語
音
絡が
ら

み
の
ネ
タ
で
あ
る
。

　
⑨
識し
き

気き

（
臭に
お

い
で
分わ

か
る
）

原
文

　
　

識
レル

氣
ヲ

﹇
嘲
二ス

秀
才
ノ

之
放
庇
文
章
一ヲ

﹈

一
瞎メクラ
子 

雙
目
不
レ

明
カ
ナ
ラ

、
善
二シ

能
ク

聞
レ

香
ヲ

識
一ル
ニレ

氣
ヲ

、
有
二リ

秀
才
一

拿ト
ツ
テ

二

一
ノ

西
廂
ノ

本
一

與ニ
レ

他
レ

聞
カ
シ
ム

、

曰
ク

、
西
廂
記
也

、
問
二ヘ
ハ

何
ヲ

以
テ

知
一ル
トレ

之
、
荅
テ

曰
ク

、
有
二

些
ノ

脂
粉
ノ

氣
一

、
又
拿
二シ
テ

三
國
志
一ヲ

與
レ

他
聞
シ
ム

、

曰
ク

、
三
國
志
、
又
問
二フ

何
ヲ

以
テ

知
一ル
トレ

之
、
荅
曰
ク

、
有
二リ

些
ノ

刀
兵
ノ

氣
一

、
秀
才
以
テ

為
二シ

竒
異
一ト

、
却
テ

将
二テ

自ミ

做
ル
ノ

的
文
字
一ヲ

與ニ
レ

他
レ

聞
シ
ム

、
瞎
子
曰
ク

、
此
レ
ハ

是
レ

你
ノ

的
佳
作
也

、
問
フ

你
怎
ン
ソ

知
ル

、
荅
曰
ク

、

有
二リ 

些ヘ
ク
サ
イ

ノ

屁
氣
一

、

　
書
き
下
し
文

　
　

気き

を
識し

る
﹇
秀し
う
さ
い才
の
放は
う

屁ひ

文ぶ
ん

章し
や
うを
嘲て
う

す
﹈

一い
ち
か
つ瞎
子し 

双そ
う
も
く目 
明あ
き

ら
か
な
ら
ず
、
能よ

く
香か
う

を
聞き

き 

気き

を
識し

る
に
善よ

し
、
秀し
う
さ
い才
有あ

り 

一ひ
と

つ
の
西せ
い

廂し
や
う

の
本ほ
ん

を
拿と

つ
て
他か
れ

に
聞き

か
し
む
、
曰い
は

く
、
西せ
い

廂し
や
う

記き

な
り
、
何な
に

を
以も
つ

て
こ
れ
を
知し

る
と
問と

へ
ば
、
答こ
た
へ

て
曰い
は

く
、
些い
さ
さか
の
脂し

粉ふ
ん

の
気き

あ有
り
、
又ま
た 

三さ
ん
ご
く国
志し

を
拿だ

し
て
他か
れ

に
聞き

か
し
む
、
曰い
は

く
、
三さ
ん
ご
く国
志し

な
り
、

44



－－

ま
た
何な
に

を
以も
つ

て
こ
れ
を
知し

る
と
問と

ふ
、
答こ
た
へて
曰い
は

く
、
些い
さ
さか
の
刀た
う
へ
い兵
の
気き

あ有
り
、
秀し
う
さ
い才 

以も
つ

て
奇き

い異
と

為な

し
、
却か
へ

つ
て
自み
づ
から
做つ
く

る
の
文も

じ字
を
将も
つ

て
他か
れ

に
聞き

か
し
む
、
瞎か
つ

子し

曰い
は

く
、
此こ
れ

は
是こ
れ 

你な
ん
ぢ 

の
佳か

作さ
く

な
り
、

問と

ふ 
你な
ん
ぢ 

怎な
ん

ぞ
知し

る
、
答こ
た
へ

て
曰い
は

く
、
些い
さ
さか
の
屁へ

の
気き

あ有
り
、

　
現
代
語
訳

　

あ
る
盲
人
、
右
目
も
左
目
も
見
え
な
か
っ
た
が
、
よ
く
臭に
お

い
を
嗅か

ぎ
分
け
、
そ
の
性
質
を
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
る
秀
才
、『
西せ
い

廂し
ょ
う

記き

』
一
冊
を
そ
の
男
に
嗅か

が
せ
て
み
る
と
、（
ず
ば
り
）

　

「
西せ
い

廂し
ょ
う

記き

で
す
。」

　

と
言
っ
た
。

　

「
ど
う
し
て
分
か
っ
た
ん
だ
。」

　

と
訊た
ず

ね
る
と
、

　

「
少
し
紅べ
に

と
白お
し
ろ
い粉
の
臭に
お

い
が
し
た
も
の
で
す
か
ら
。」

　

と
答
え
る
。次
に『
三
国
志
』を
持
っ
て
そ
の
臭に
お

い
を
嗅か

が
せ
て
み
る
と
、（
ま
た
し
て
も
ず
ば
り
と
）

　

「
三
国
志
で
す
。」

　

と
言
う
。
同
じ
く

　

「
ど
う
し
て
分
か
っ
た
の
だ
。」

　

と
聞
く
と
、

　

「
少
し
焦き
な
く
さ臭
い
武
器
の
臭に
お

い
が
し
た
も
の
で
す
か
ら
。」

　

と
答
え
た
。
秀
才
は
、
こ
れ
は
不
思
議
な
こ
と
だ
と
思
い
、
今
度
は
自
分
で
作
っ
た
文
章
を
そ
の

男
に
嗅か

が
せ
て
み
た
。
す
る
と
、
そ
の
盲
人
、（
や
は
り
ず
ば
り
と
）

　

「
こ
れ
は
あ
な
た
の
文
章
で
す
ね
。」

　

と
言
う
。

　

「
な
ん
で
分
か
っ
た
の
だ
。」

　

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

　

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
な
ら
の
臭に
お

い
が
し
た
も
の
で
す
か
ら
。」

　

と
答
え
た
。

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
三
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第
八
〇
話
、

四
丁
裏
）。
○
聞
レ

香
ヲ

識
レル

氣
ヲ

＝
臭に
お

い
を
嗅か

い
で
、
雰
囲
気
（
ム
ー
ド
）
を
読
み
取
る
。「
香
」「
気
」

は
、
と
も
に
「
香
り
」「
臭に
お

い
」
の
意
。
文
字
が
読
め
る
（
教
養
が
あ
る
）
こ
と
を
「
識
字﹇shízì

﹈」

と
言
う
こ
と
か
ら
、「
識
字
」
を
も
じ
っ
て
「
識
気﹇shíqì

﹈」」
と
言
っ
た
。
○
﹇
嘲
二ス

秀
才
ノ

之
放

庇
文
章
一ヲ

﹈（
割
注
）
＝
秀
才
の
胡う

散さ
ん

臭く
さ

い
文
章
を
馬
鹿
に
し
た
話
。「
放
庇﹇fàngbì

﹈」
は
「
放
屁

﹇fàngpì

﹈」
の
誤
り
。「
放
屁
（
ヘ
ッ
ピ
リ
）」
は
罵
語
、
前
出
（
第
五
話
「
廩
糧
」）。
こ
の
割
注
は
、

遠
山
荷
塘
に
よ
る
も
の
で
、中
国
原
本
に
は
な
い
。
○
一
瞎
子
＝
一
人
の
盲
人
。「
瞎﹇xiā

﹈」
は
「
目

の
見
え
な
い
人
」「
め
し
い
」の
こ
と
。
左
訓「
メ
ク
ラ
」。
○
聞
レ

香
ヲ

＝
臭に
お

い
を
嗅か

ぐ
。「
聞﹇w

én

﹈」

は
「（
鼻
で
臭に
お

い
を
）
嗅か

ぐ
」「
に
お
う
」
意
、
現
代
中
国
語
の
用
法
と
同
じ
。
○
西
廂
記
＝
中
国
元

代
の
戯
曲
。
王お
う

実じ
つ

甫ほ

の
作
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
施
訓
者
・
遠
山
荷
塘
に
は
『
諺
解
校
注

古
本
西
廂
記
』
五
巻
五
折
の
著
作
が
あ
り
（
未
刊
）、そ
の
稿
本
の
影
印
が
『
唐
話
辞
書
類
集
（
別
巻
）』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
荷
塘
は
江
戸
で
元
曲
『
西
廂
記
』
を
講
じ
て
い
た
。『
西
廂
記
』
は
「
才
子

佳
人
も
の
」
の
代
表
作
。
張
生
と
い
う
書
生
が
、下
女
「
紅
娘
」
の
手
引
き
に
よ
っ
て
塀
を
乗
り
越
え
、

恋
す
る
鶯
鶯
の
部
屋
に
忍
び
込
む
く
だ
り
は
特
に
有
名
。
ま
さ
に
艶つ
や

っ
ぽ
い
「
紅べ
に

」
と
「
白お
し
ろ
い粉
」
の

香
り
立
つ
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
○
脂
粉
＝
紅べ
に

と
白お
し
ろ
い粉
。
○
三
国
志
＝
中
国
明
代
の
白
話
小
説

『
三
国
志
演
義
』。
羅ら

貫か
ん

中ち
ゅ
うの
作
。
江
戸
時
代
の
日
本
に
お
い
て
も
、
元
禄
二
〜
五
年
（
一
六
八
九
〜

九
二
）
に
『
通
俗
三
国
志
』（「
通
俗
物
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
語
訳
）
が
出
版
さ
れ
、
江
戸
時
代
全
体

を
通
じ
て
、極
め
て
よ
く
読
ま
れ
た
。
中
国
白
話
小
説
が
大
流
行
す
る
近
世
中
期
（
一
八
世
紀
半
ば
）

以
前
に
、
す
で
に
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
余
説

　
「
秀
才
」
の
作
文
が
屁へ

の
よ
う
に
「
く
さ
い
」
こ
と
を
笑
っ
た
も
の
。

　
⑩

帽
（
虫

し
ゆ
ぼ
う

に
食く

わ
れ
た
帽
子
）

原
文

　
　

帽

有
二 

盛
│

大 

盛
│

二
ト
云

者
一

、
所
レノ

戴
ク 

毡マウセ
ン
ノ
ボ
シ
帽
、
合
シ
テ

放ヲ
ク

二

一
處
一ニ

、
一
被
二ル

虫
一

、
兄
弟
二
人
互
│

相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

シ
ラ
ミ
ガ
タ
カ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
カ
ヒ
ニ
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推
│

競
ス

、
各
認
二テ

其
ノ

不
レル

ナ
ラ

者
一ヲ

奪
レフ

之
ヲ

、
適ゝ
一
│

士
經
│

過
ス

、
以
二テ

其
ノ

讀
書
ノ

人 

明
一ナ
レル
ヲ 

理
ニ

、

ナ
ス
リ
ツ
ケ
ル　
　
　
　

ミ
ト
メ
テ

請
レフ
テ

彼
ニ

决サバクレ
之
ヲ

、
士
執
二テ 

帽
一ヲ 

反
│

覆 

細
│

看
シ

、
乃
睨
二シ
テ

盛
大
一ヲ 

曰
ク

、
此
レ
ハ

汝
カ

帽
也

也
、
問
二ヘ
ハ

何
ヲ

以
テ

見
得
一タ
リ
ト

、
士
曰
ク

、
豈
ニ

不
レヤ

聞
カ

大
學
ノ

註
觧
云
ク

、
宣サキノ﹇
作
レ

先
ニ

﹈
著
シ
ラ
ミ
ノ
ア
ル
ハ﹇
作
レ

ニ

﹈
盛
│

大
ノ

之
也

﹇
帽
ト

仝
音
﹈、

　
書
き
下
し
文

　
　
　
　

し
ゆ
ぼ
う

　
　

帽

盛せ
い
だ
い大 

盛せ
い

二じ

と
い
ふ
者も
の 

有あ

り
、
戴い
た
だ
く
所と
こ
ろ
の
氈せ
ん
ぼ
う帽
、
合が
ふ

し
て
一い
つ
し
よ処
に
放お

く
、
一ひ
と

つ
は
虫

せ

ち
う
し
ゆ

ら
る
、

兄き
や
う　
弟だ
い

二に

人に
ん

互た
が
ひ相
に
推す
い

競き
や
う
す
、
各
お
の
お
の 
其そ

の

な
し
ゆ

ら
ざ
る
者も
の

を
認み
と

め
て 

こ
れ
を
奪う
ば

ふ
、
適た
ま

た
ま 

一い
つ

士し 

経け
い

過く
わ

す
、
其そ

の
読ど
く
し
よ書
の
人ひ
と 

理り

に
明め
い

な
る
を
以も
つ

て
、
彼か
れ

に
請こ

ふ
て 

こ
れ
を
决け
つ

す
、
士し 

帽
し
ゆ
ぼ
う

を
執と
つ

て 

反は
ん
ぷ
く覆 

細さ
い
か
ん看
し
、
乃す
な
はち
盛せ
い
だ
い大
を
睨げ
い

し
て
曰い
は

く
、
此こ
れ

は
汝な
ん
ぢが
帽ぼ
う

な
り
、
何な
に

を
以も
つ

て
見み

え得
た
り
と
問と

へ

ば
、
士し 

曰い
は

く
、
豈あ

に
聞き

か
ず
や 

大だ
い
が
く学
の
註ち
ゆ
う

解か
い

に
云い
は

く
、
宣さ
き

に
﹇
先さ
き

に
作つ
く

る
﹈
著
し
ら
み
て
あ
るは
﹇

に
し
ゆ

作つ
く

る
﹈

盛せ
い
だ
い大
の
貌ぼ
う

﹇
帽ぼ
う

と
同ど
う
お
ん音
﹈
な
り
、

　
現
代
語
訳

　

盛せ
い
だ
い大
、
盛せ
い

二じ

と
い
う
兄
弟
は
、
自
分
の
フ
ェ
ル
ト
帽
を
一
緒
に
同
じ
場
所
に
置
い
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
帽
子
の
一
つ
が
虫
に
食
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
兄
弟
二
人
は
、
虫
に
食
わ
れ
て
い
な
い
の

が
自
分
の
帽
子
だ
と
、
お
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
言
い
張
っ
た
。
そ
こ
へ
折
よ
く
、
一
人
の
イ
ン
テ
リ
が

通
り
か
か
っ
た
。
教
養
の
あ
る
知
識
人
な
ら
ば
、
も
の
の
道
理
が
分
か
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
か
ら
、

こ
の
人
に
判
定
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
イ
ン
テ
リ
、
虫
食
い
の
帽
子
を
手
に

取
っ
て
、
た
め
つ
す
が
め
つ
、
じ
っ
く
り
眺
め
て
か
ら
、
兄
の
盛せ
い
だ
い大
を
睨に
ら

み
つ
け
て
こ
う
言
っ
た
。

　

「
こ
れ
は
あ
な
た
の
帽
子
だ
。」

　

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
か
。」

　

と
訊た
ず

ね
る
と
、

　

「
君
は
知
ら
な
い
の
か
い
。『
大
学
』
の
注
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。『
先さ
き

に
虫む
し

が
食く

う

の
は
、
盛せ
い
だ
い大
の
帽ぼ
う

子し

で
あ
る
（（『
詩
経
』
に
見
え
る
「
赫か
く
せ
ん喧
」
と
い
う
言
葉
は
）「
キ
ラ
キ
ラ

と
し
て
、
見み

事ご
と

な
さ
ま
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。）』
と
な
。」

　

と
答
え
た
。

　

注○
『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
三
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第

八
一
話
、
五
丁
表
）。
○
盛
大
盛
二
＝「
盛せ
い﹇Shèng

﹈」
と
い
う
名
字
の
家
の
長
男
と
次
男
に
あ
り
が

ち
な
名
前
。
中
国
に
お
け
る
、
盛せ
い

家
の
「
太
郎
」「
次
郎
」
と
い
う
よ
う
な
命ネ
ー
ミ
ン
グ

名
法
で
あ
る
。
す
ぐ

後
に
も「
兄
弟
二
人
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
○
毡
帽﹇zhānm

ào

﹈＝
羊
な
ど
の
毛
で
作
っ
た
中
折
れ
帽
、

フ
ェ
ル
ト
帽
の
こ
と
。「
毡
」
は
「
氈
」
の
異
体
字
、現
代
中
国
語
（
簡
体
字
）
で
は
「
毡
」
を
用
い
る
。

左
訓
「
マ
ウ
セ
ン
ノ
ボ
シ
」（
毛
氈
の
帽
子
）。
○
合
放
一
處
＝
一
カ
所
に
（
帽
子
を
）
重
ね
て
置
い

て
お
い
た
。『
笑
府
』
は
「
遇
暑
月
。
同
置
一
所
。」（
猛
暑
の
夏
に
、同
じ
場
所
に
置
い
て
お
い
た
。）、

『
絶
纓
三
笑
』
は
「
遇
暑
月
。
沓
放
一
處
。」（
猛
暑
の
夏
に
、
重
ね
て
一
カ
所
に
置
い
て
お
い
た
。）

と
す
る
。「
放﹇fàng

﹈」は「
置
く
」意
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
和
刻
本
は「
放
」に
右
訓「
ヲ
ク
」（
置

く
）
を
附
す
。
○
一
被
虫

＝
一
つ
の
帽
子
は
虫
に
食
わ
れ
た
。
左
訓
「
シ
ラ
ミ
ガ
タ
カ
ル
」（
虱
し
ら
み

が
集た
か

る
）。
○
互
相﹇hùxiāng

﹈
＝
互
い
に
、
相
互
に
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
タ
カ
ヒ
ニ
」

（
互
い
に
）。
○
推
競
＝
（
互
い
に
、
虫
に
食
わ
れ
た
帽
子
は
自
分
の
も
の
で
は
な
い
と
、
相
手
の
方

に
）
競
っ
て
押
し
や
る
、
と
い
う
意
。「
推﹇tuī

﹈」
は
、
手
で
押
す
こ
と
。
左
訓
「
ナ
ス
リ
ツ
ケ
ル
」。

○
認﹇rèn

﹈
＝「
認
做
」「
当
做
」「
看
作
」「
認
為
」（
〜
と
考
え
る
、
〜
と
見
な
す
、
〜
と
す
る
）。

「
み
と
め
る
」
と
い
う
訓
と
は
、
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
。
こ
こ
で
は
「（
ど
ち
ら
が
自
分
の
帽

子
だ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
く
せ
に
）
虫
に
食
わ
れ
て
い
な
い
帽
子
の
方
を
自
分
の
も
の
だ
と
考
え

て
（
見
な
し
て
）」
の
意
。
左
訓
「
ミ
ト
メ
テ
」（
認
め
て
）。
○
决
＝「
裁
決
」（
是
非
を
裁
定
す
る
、

裁
く
）。
左
訓
「
サ
バ
ク
」（
裁
く
）。
○
見
得﹇jiànde

﹈＝
分
か
る
、
見
な
せ
る
、
思
わ
れ
る
（
口
語
）。

○
大
學
ノ

註
觧
＝
朱
子
に
よ
る
「
大
学
章
句
」
の
注
釈
書
『
四し

書し
よ

集し
つ

註ち
ゆ
う』
を
指
す
。
○
宣サキ
ノ﹇
作
レ

先
ニ

﹈

著シラ
テ
ア
ル
ハ﹇
作
レ

ニ

﹈
盛
│

大
ノ

之
也
﹇
帽
ト

仝
音
﹈
＝
「
先
に
虫
食
っ
た
の
が
盛
大
の
帽
子
で
あ
る
（
先

盛
大
之
帽
）」
と
い
う
の
が
、
通
り
す
が
り
の
士し

人じ
ん

の
解
釈
。
本
来
、
朱
子
の
注
は
、「（『
詩
経
』

の
言
葉
「
赫か
く

」「
喧け
ん

」
は
）
キ
ラ
キ
ラ
と
し
て
、見
事
な
様
子
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
宣
著
盛
大
之
貌
）」

と
解
釈
す
べ
き
も
の
。
元
禄
五
年
（
一
六
五
二
）
刊
の
和
刻
本
『
四し

書し
よ

集し
つ

註ち
ゆ
う』
巻
一
（
五
丁
表
）
に
は
、

「
赫
ト

喧
ト

。
宣
│

著
盛
│

大
ノ

之
貌
」
と
い
う
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。「
宣﹇xuān

﹈」
と
「
先﹇xiān

﹈」、

「
著
﹇zhù
﹈」
と
「
﹇zhù

﹈」、「
貌﹇m

ào

﹈」
と
「
帽﹇m

ào

﹈」
は
、い
ず
れ
も
同
音
ま
た
は
類
似
音
。

こ
こ
に
示
し
た
の
は
現
代
中
国
語
（
普
通
話
）
の
発
音
だ
が
、
清
代
の
南
京
官
話
や
蘇
州
方
言
で
も
、

基
本
的
に
は
よ
く
似
た
字
音
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
○
宣
＝
左
訓
「
サ
キ
ニ
」（
先
に
）。
こ
の
左
訓

は
次
の
「
割
注
」
の
解
釈
を
生
か
し
た
も
の
で
あ
る
。「
宣
」
を
同
音
字
の
「
先
」
と
読
み
替
え
て

42



－－

い
る
（
曲
解
）。
○
﹇
作
レ

先
ニ

﹈（
割
注
）
＝
（「
宣
（
キ
ラ
キ
ラ
と
し
て
）」
は
）「
先
（
さ
き
に
）」（
と

い
う
文
字
の
意
味
）
と
す
る
。
こ
の
割
注
は
中
国
原
本
に
存
す
る
。
○
著
＝
左
訓
「
シ
ラ
ミ
ノ
ア
ル

ハ
」。
同
じ
く
次
の
割
注
（
原
注
）
の
内
容
を
踏
ま
え
た
解
釈
。
本
来
「
著
」
は
「
見
事
で
あ
る
」「
顕

著
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
用
い
る
べ
き
だ
が
、こ
こ
で
は
同
音
語
「

」（「
虱し
ら
みが
た
か
っ
て
い
る
」

「
虫
に
食
わ
れ
て
い
る
」）
の
意
味
で
用
い
て
い
る
こ
と
を
、
施
訓
者
・
遠
山
荷
塘
が
左
訓
の
形
で
示

し
た
も
の
。
○
﹇
作
レ

ニ

﹈（
割
注
）
＝
（「
著
（
見
事
な
）」
は
）「

（
虫
が
食
う
）」（
と
い
う
文

字
の
意
味
）
と
す
る
。
同
じ
く
中
国
刊
本
に
附
さ
れ
た
原
注
で
あ
る
。
○

＝
様
子
、
さ
ま
。「

」

は
「
貌
」
の
異
体
字
。
○
﹇
帽
ト

仝
音
﹈（
割
注
）
＝
（「
貌﹇m

ào

﹈」
は
）「
帽﹇m

ào

﹈」
と
同
じ
発

音
で
あ
る
。
本
話
に
附
さ
れ
た
中
国
音
に
関
す
る
割
注
は
、
す
べ
て
中
国
刊
本
に
存
す
る
も
の
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
十
三
閏じ
ゅ
ん

語ご

部ぶ

（
第
五
六
四
話
「

帽
」）、『
絶
纓
三
笑
』
巻
四
儒
笑
（
第

六
〇
二
話
「
赫
喧
」）
に
類
話
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本

語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
下
）』
二
一
〇
頁
参
照
。

　　
　
『
笑
府
』
第
五
六
四
話
（
巻
十
三
閏
語
部
）

　
　
　
　

帽

　
　

有
盛
大
盛
二
者
。
所
戴

帽
。
遇
暑
月
。
同
置
一
所
。
至
冬
。
復

　
　

取
戴
之
。
其
一

損
。
兄
弟
皆
認
其
不

者
。
遂
致
喧
閙
。
適

　
　

一
士
經
過
。
二
人
以
其
讀
書
人
也
。
請
决
之
。
士
執

帽
　

　
　

覆
再
四
。
乃
睨
盛
大
曰
。
此
汝
帽
也
。
問
何
以
證
之
。
曰
。
豈
不

　
　

聞
大
學
註
云
。
宣◯

 

先 

著

 

盛◯
◯
◯
◯

大
之
貌 

帽

　　
　
『
絶
纓
三
笑
』
第
六
〇
二
話
（
巻
四
、
儒
笑
八
）

　
　
　
　

赫
喧

　
　

有
盛
大
盛
二
者
。
冬
月
所
戴

帽
。
遇
暑
月
。
沓
放
一

　
　

處
。
至
冬
復
取
著
之
。
其
一

損
。
兄
弟
爭
認
其
不
　

　
　

者
。
遂
致
喧
閙
。
訟
之
官
。
官
執

帽
反
覆
再
三
。
乃
睨

　
　

視
盛
大
曰
。
此
汝
帽
也
。
大
問
何
以
知
之
。
官
曰
。
豈
不

　
　

聞
大
學
淇
澳
註
云
。
先

盛
大
之
帽
乎
。
大宣
著
盛

之
貌

　
　
　

盛
大
答
云
。
須
論
帽
之
高
低
便
知
。
官
曰
。
何
謂
也

　
　
　

曰
。
截◯

◯
◯

然
高
。
大◯

◯帽 

貌 

也◯

　　
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』『
笑
林
広
記
』
の
三
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
本
文
に
異
同
は
あ
る
が
、

話
の
筋
も
オ
チ
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
『
絶
纓
三
笑
』
に
は
、
こ
の
話
の
続
編
と
し
て
、『
笑
林

広
記
』
や
『
笑
府
』
に
は
な
い
、
次
の
二
行
が
付
け
足
さ
れ
て
い
る
。

　　
　
（『
大
学
』
注
の
説
明
を
受
け
て
、
そ
れ
な
ら
ば
と
）
盛せ
い
だ
い大
は
答
え
て
言
う
。「
帽
子
の
高
さ
を

調
べ
た
ら
（
誰
の
も
の
か
）
分
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。」
役
人
は
言
う
。「
ど
う
い
う
こ
と

だ
。」「（
同
じ
く
『
大
学
』
の
注
に
）『
截せ
つ
ぜ
ん然
と
し
て
高た
か

き
は
、
大だ
い

の
帽ぼ
う

な
り
（
キ
リ
リ
と
高
く

聳そ
び

え
立た

っ
て
い
る
の
が
盛せ
い
だ
い大
の
帽
子
で
あ
る
）』
と
あ
る
か
ら
で
す
（
本
来
は
「
截せ
つ
ぜ
ん然
と
し
て

高こ
う
だ
い大
な
る
貌さ
ま

な
り
」
と
訓よ

む
べ
き
と
こ
ろ
）。」

　　

中
国
清
代
の
儒
者
た
ち
の
間
で
、「
四
書
」
の
注
を
い
じ
く
り
回
す
の
が
た
い
そ
う
好
ま
れ
た
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
手
の
儒
者
好
み
の
話わ

柄へ
い

を
集
め
た
の
が
、『
絶
纓
三
笑
』
巻
四
「
儒ヽ
笑ヽ
」
で
あ
る
。

な
お
、『
絶
纓
三
笑
』
に
付
加
さ
れ
た
さ
き
の
二
行
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
大
学
』
注
の
本
文
は
「
大

学
伝
十
章
」
に
見
え
、
元
禄
五
年
（
一
六
五
二
）
刊
の
和
刻
本
『
四
書
集
註
』
巻
一
（
一
一
丁
裏
）

に
は
、
次
の
よ
う
に
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　　
　
（
節
ハ

。）
截
│

然 

高
│

大
ノ 

貌
（
截せ
つ
ぜ
ん然 

高こ
う
だ
い大
の 

貌か
た
ち）

　　

こ
の
注
文
の
本
来
の
意
味
（
朱
子
に
よ
る
解
釈
）
を
現
代
語
訳
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　　
　
（『
詩
経
』「
小
雅
」「
節せ
つ

た
る
彼か

の
南な
ん
ざ
ん山
、維こ

れ
石せ
き
が
ん
が
ん

巖
巖
た
り（
節
彼
南
山
。維
石
巖
巖
）」に
見
え
る
）

「
節
」
と
い
う
文
字
は
、「
截せ
つ
ぜ
ん然
と
し
て
高
く
そ
び
え
立
っ
て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　　

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
を
「
截せ
つ
ぜ
ん然
と
し
て
ぐ
ん
と
高
い
の
が
兄
・
盛せ
い
だ
い大
の
帽
子
で
あ
る
」
と
解

釈
す
る
の
は
、「
曲き
ょ
く

解か
い

」（
こ
じ
つ
け
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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近
世
後
期
（
十
九
世
紀
）
の
日
本
で
は
、
漢
文
戯
作
の
一
つ
と
し
て
、
経
典
の
解
釈
を
ね
じ
曲
げ

て
遊
ぶ
「
枉お
う
か
い解
」
も
の
が
流
行
し
た
。『
笑
林
広
記
』
の
こ
の
手
の
笑
話
は
、
漢
文
洒
落
本
『
論ろ
ん

語ご

町ち
ょ
う』（
明
和
頃
刊
、『
洒
落
本
大
成
』第
五
巻
所
収
）、狂
詩
集『
通つ
う

詩し

選せ
ん

笑し
ょ
う

知ち

』（
天
明
三
年（
一
七
八
三
）

刊
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
84
『
寝
惚
先
生
文
集 

狂
歌
才
蔵
集 

四
方
の
あ
か
』
所
収
）
に
見
ら
れ

る
近
世
日
本
の
知
識
人
た
ち
の
戯
作
精
神
と
、
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　
余
説

　

折
よ
く
（
折
悪
し
く
）
通
り
か
か
っ
た
教
養
あ
り
げ
な
読
書
士
が
、
儒
学
の
基
礎
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
『
大
学
』
注
を
、
事
も
あ
ろ
う
に
、
ま
っ
た
く
デ
タ
ラ
メ
に
引
用
し
た
こ
と
を
嘲
あ
ざ
わ
ら
っ
た
話
（「
宣◯

著◯

盛
大
之
貌◯

」
を
「
先◯

盛

◯

大
之
帽◯
」
と
読
み
誤
っ
た
）。
こ
の
読
書
士
が
、
も
し
も
経け
い
し
ょ書
注ち
ゅ
うの
本

文
を
わ
ざ
と
曲
解
し
て
み
せ
た
の
な
ら
、
教
養
人
士
に
よ
る
知
的
な
「
ボ
ケ
」
と
言
う
こ
と
も
で
き

よ
う
が
、『
笑
林
広
記
』
編
者
の
意
図
は
、
恐
ら
く
基
礎
的
な
経け
い
て
ん典
す
ら
ろ
く
に
読
め
な
い
似え

せ
而
非

知
識
人
を
揶や

ゆ揄
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
話
も
中
国
語
音
ネ
タ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
⑪
無む

一い
ち
ぶ
つ物
（
中な
か

身み

は
空か
ら

っ
ぽ
）

原
文

　

無
二

一
物
一

﹇
調
下ス

秀
才
雖
三
│

然
モ

戴
二ク
ト

髙
帽
一ヲ

腹
中
却
テ

無
中キ
ヲ

一
字
上

也
﹈

窮
人
往
二テ

各
寺
院
一ニ

、
竊
二ミ
│

取
ル

神
カ
ミ
ノ
ダ
ウ
ク
ハ
ラ
コ
モ
リ

物
霊
心
一

、
止ゝ
有
二リ

土
│

地
│

廟
ノ

未ル
一タ
レ

取
ラ

、
及
二テ

去
テ

開
一ス
ル
ニ

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
ホ
リ
ア
ケ
ル

見
二ル 

空カ
ラ空
如
一タ
ル
ヲ

也
、
乃
チ

駭
キ

嘆
曰
ク

、
看
ル
ニ

他
ノ

巾
ハ

便
チ

帯
二

了
ス
レ
ト
モ

一
│

頂
一ヲ

、
原
│

来
腹
│

中
ニ
ハ

毫
モ

無
二

一
│

物
一

、

　
書
き
下
し
文

　
　

一い
ち
ぶ
つ物 

無な

し
﹇
秀し
う
さ
い才 

高か
う
ぼ
う帽
を
戴い
た
だく
と
雖い
へ
ど然
も
腹ふ
く

中ち
ゆ
う 

却か
へ

つ
て
一い
ち

字じ

無な

き
を
調て
う

す
﹈

窮き
ゆ
う　
人じ
ん 

各か
く

寺じ

院ゐ
ん

に
往ゆ
き

て
、
神し
ん
も
つ
れ
い
し
ん

物
霊
心
を
竊ぬ
す

み
取と

る
、
止た

だ 

土と

ち地
廟べ
う

の
未い
ま

だ
取と

ら
ざ
る
有あ

り
、
去ゆ

き

て

開
あ
つ
か
い

す
る
に
及お
よ

び
て
、
空く
う
く
う
じ
よ

空
如
た
る
を
見み

る
、
乃す
な
は
ち
駭お
ど
ろ
き
嘆た
ん

じ
て
曰い
は

く
、
看み

る
に 

他か
れ

の
巾き
ん

は 

便す
な
はち
一い
つ

頂ち
や
うを
帯た
い
れ
う了
す
れ
ど
も
、
原ぐ
わ
ん

来ら
い 

腹ふ
く

中ち
ゆ
うに
は 

毫が
う

も 

一い
ち
ぶ
つ物 

無な

し
、

現
代
語
訳

　

貧
乏
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
が
、
片か
た

っ
端ぱ
し

か
ら
寺
を
あ
さ
り
、（
仏
像
の
胎
内
に
収
め
ら
れ
て

い
る
）
宝ほ
う
も
つ物
を
（
洗
い
ざ
ら
い
）
盗
み
取
っ
た
。
ま
だ
盗
ん
で
い
な
い
の
は
、
土
地
の
神
が
祀ま
つ

ら
れ

て
い
る
祠ほ
こ
らだ
け
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
祠ほ
こ
らへ
行
き
、
本
尊
の
御ご

神し
ん
た
い体
を
開ひ
ら

い
て
み
る
と
、
中な
か

身み

は

す
っ
か
ら
か
ん
だ
っ
た
。
愕が
く
ぜ
ん然
と
し
て
、
た
め
息
を
吐つ

き
な
が
ら
、
こ
う
言
っ
た
。

　

「（
偉
そ
う
に
学
者
気
取
り
の
）
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
く
せ
に
、
な
ん
だ
中な
か

身み

は
空か
ら

っ
ぽ
な
の

か
（
所し
ょ
せ
ん詮
、
学
者
気
取
り
の
連
中
は
、
見
か
け
倒
し
の
唐と
う
へ
ん
ぼ
く

変
木
に
過
ぎ
ぬ
の
だ
）。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
三
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第
八
二

話
、
四
丁
表
）。
○
﹇
調
下ス 

秀
才
雖
三
│

然
モ 

戴
二ク
ト 

髙
帽
一ヲ

腹
中
却
テ 

無
中キ
ヲ

一
字
上 

也
﹈（
割
注
）
＝
秀

才
は
（
文
人
風
の
四
角
く
高
い
）
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
が
、
腹
の
中
に
は
一
文
字
も
な
い
（
教
養

の
か
け
ら
も
な
い
）
こ
と
を
か
ら
か
っ
た
話
。
明
清
時
代
、教
養
の
あ
る
「
秀
才
」「
諸
生
」「
廩
生
」

「
生
員
」
た
ち
は
、「
方
巾﹇fāngjīn

﹈」
と
呼
ば
れ
る
四
角
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。「
文
人
気

質
」「
教
養
あ
り
げ
な
様
子
」「
学
者
ぶ
っ
て
、気
取
っ
た
様
子
」
を
「
方
巾
気﹇fāngjīnqì

﹈」
と
い
う
。

こ
の
割
注
は
遠
山
荷
塘
に
よ
る
も
の
で
、
原
本
に
は
な
い
。
○
神
物
霊
心
＝
神
聖
な
も
の
、
霊
的
な

心
。
こ
こ
で
は
、神
聖
な
仏
像
の
体
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
宝
物
（
金
目
の
も
の
）
の
意
。
左
訓
「
カ

ミ
ノ
ダ
ウ
ク 

ハ
ラ
コ
モ
リ
」（
神
の
道
具
、
腹
籠
も
り
）。
○
土
地
廟
＝
「
土
地
神
」（
土
地
の
神
様
、

氏
神
様
、鎮
守
様
）
が
祀ま
つ

ら
れ
て
い
る
祠ほ
こ
ら。
○

開﹇w
ākāi

﹈
＝
掘
っ
て
穴
を
開
け
る
。「

」
は
「
掘

る
」
と
い
う
動
詞
、「
開
」
は
、「
掘
る
」
と
い
う
動
作
の
結
果
、
穴
の
開
い
た
状
態
、
切
り
開
か
れ

た
状
態
に
な
っ
た
、と
い
う
結
果
補
語
。
現
代
中
国
語
の
用
法
と
同
じ
。
左
訓
「
ホ
リ
ア
ケ
ル
」（
掘

り
開
け
る
）。
○
空
空
如
也
＝
か
ら
っ
ぽ
で
あ
る
、
ま
っ
た
く
何
も
な
い
、
す
っ
か
ら
か
ん
。「
如
」

は
「
然
」
と
同
様
、
副
詞
・
形
容
詞
の
接
尾
辞
。「
空
空
如
也﹇kōngkōngrùyě

﹈」
は
、
現
代
中
国

語
で
も
時
々
用
い
ら
れ
る
。「
空
空
」、左
訓
「
カ
ラ
」（
空
）。
○
一
頂
＝
（
帽
子
）
ひ
と
つ
。「
頂
」
は
、

帽
子
を
数
え
る
序
数
詞
。
○
原
来﹇yuánlái

﹈
＝
な
る
ほ
ど
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
（
副
詞
）。
そ
れ

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
と
き
に
、
驚
き
と
と
も
に
口
を
つ
い
て
出
て
く
る
言
葉
。

現
代
中
国
語
と
同
じ
。
日
本
語
の
「
元が
ん
ら
い来
」
と
は
、
微
妙
に
異
な
る
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　

40



－－

余
説

　

四
角
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
威い

ば張
っ
て
い
る
く
せ
に
、
実
は
腹
に
は
何
も
な
い
（
本
当
は
教
養
も
知

識
も
な
い
）
イ
ン
テ
リ
た
ち
の
無
学
を
馬
鹿
に
し
た
話
。
後
出
の
第
一
三
話
「
腹
内
全
無
」
に
も
通

じ
る
。

　

こ
の
話
に
見
え
る
描
写
は
、
清
代
の
中
国
に
お
い
て
、
地
元
の
守
り
神
で
あ
る
「
土
地
神
」
が
、

帽
子
（
頭
巾
）
を
か
ぶ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
風
俗
資
料
で
も
あ
る
。

　　
⑫
四し

等と
う
し
ん親
家か

（
同
じ
棒
で
ビ
シ
バ
シ
叩た
た

か
れ
た
間あ
い
だ

柄が
ら

）

原
文

　
　

四ヨダ
ン
メ
ノ
シ
ン
ル
イ

等
親
家
﹇
嘲
二

書
生
獃
子
一

﹈

両
秀
才
同キ
フ
ダ
イ
ヨ
バ
ン
メ

│

時
四
│

等
ニ
ナ
ル

、
于
二テ

受
レル

責
ヲ

時
一ニ

曾
テ

識
二ル

一
面
一ヲ

、
後
チ

聯ヱン
ク
ミ
│

姻
ス

、
會シン
ル
ヰ
ヨ
リ
ア
ヰ

│

親
ノ

日 

相
│

見
ス

男
親

家
曰
ク

、
尊オス
カ
タ
│

客 

曾
テ

在
二テ

何
處
一ニ

會
│

過
│

来
ス

、
女
親
家
曰
ク

、
便ナル
ホ
ト
チ

是
レ

有
二リ

些
ノ

面
善
一

、一
時
想
ヒ

不
レ

起
サ

、

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

ト
コ
デ
カ
ヲ
メ
ニ
カ
ヽ
ツ
タ
ヤ
ウ
デ
ア
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

チ
ヨ
イ
ト
カ
ン
ガ
ヘ
ツ
カ
ス

各
沈
吟
ノ

間
、
忽
フ
ト
リ
ヤ
ウ
ホ
ウ
ト
モ
サ
ト
ル

然
同
ク

悟
ル

、
男
親
家
點ウナ
ツ
イ
テ

│

頭
シ
テ

曰
ク

嗄ホンニ、
女
親
家
モ

亦
タ

點
│

頭
シ
テ

曰
ク

嗄
、

　
書
き
下
し
文

　
　

四し

等と
う
し
ん親
家か

﹇
書し
よ
せ
い生
獃が
い

子し

を
嘲あ
ざ
ける
﹈

両り
や
う　
秀し
う
さ
い才 

同ど
う

時じ

に 

四し

等と
う

に
な
る
、
責せ
き

を
受う
く

る
時と
き

に
於お
い

て 

曽か
つ

て
一い
ち
め
ん面
を
識し

る
、
後の
ち
れ
ん
い
ん

聯
姻
す
、
会く
わ
い

親し
ん

の
日ひ 

相さ
う
け
ん見
す 

男だ
ん
し
ん親
家か 

曰い
は

く
、
尊そ
ん
か
く客 

曽か
つ

て 

何い
づ
く処
に
在あ

り
て 

会く
わ
い

過く
わ
ら
い来
す
、
女じ
よ
し
ん親
家か 
曰い
は

く
、
便す
な
は

ち 

是こ
れ 

些い
さ
さか
の
面め
ん
ぜ
ん善 

有あ

り
、
一い
ち

時じ 

想お
も

ひ
起お
こ

さ
ず
、
各
お
の
お
の 

沈ち
ん
ぎ
ん吟
の
間あ
ひ
だ、
忽こ
つ
ぜ
ん然
と
し
て 

同お
な

じ
く 
悟さ
と

る
、

男だ
ん
し
ん親
家か 

点て
ん
と
う頭
し
て 

曰い
は

く 

嗄あ

、
女じ
よ
し
ん親
家か

も 

亦ま
た 

点て
ん
と
う頭
し
て 

曰い
は

く 

嗄あ

、

　
現
代
語
訳

　

二
人
の
秀
才
は
、（
三
年
に
一
度
の
「
歳さ
い

試し

」
を
受
験
し
た
際
、
不
覚
に
も
）
同
時
に
四
等
の
成

績
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
。（
罰
と
し
て
、
と
も
に
笞む
ち

打う

ち
の
）
刑
を
受
け
て
い
る
と
き
、
二
人
は
顔

を
合
わ
せ
、
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
そ
の
後ご

（
何
年
も
時
が
経た

っ
た
こ
ろ
）、
両
家
の
縁
組
み
が
と

と
の
い
、
親
類
一い
ち
ど
う同
顔
合
わ
せ
の
日
に
、
再
び
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
男
性
側
の
父
親
が
、

　

「
以
前
に
、
ど
こ
か
で
お
目
に
か
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
。」

　

と
言
う
と
、
女
性
側
の
父
親
も
、

　

「
た
し
か
に
何
と
な
く
見
覚
え
が
あ
る
の
で
す
が
…
」

　

と
言
う
。
と
こ
ろ
が
（
ど
こ
で
顔
を
合
わ
せ
た
の
か
）、
す
ぐ
に
は
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。
小こ

首く
び

を
か
し
げ
な
が
ら
、
懸
命
に
思
い
出
そ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
人
は
同
時
に
（
あ
の
と
き
の
こ

と
を
）
ハ
ッ
と
思
い
出
し
た
。
男
性
側
の
父
親
が
ウ
ン
ウ
ン
と
う
な
ず
き
な
が
ら

　

「
は
は
ぁ
ん
。」

　

と
言
う
と
、
女
性
側
の
父
親
も
う
な
ず
き
な
が
ら

　

「
は
は
ぁ
ん
。」

　

と
答
え
た
。

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
三
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第

九
一
話
、
七
丁
表
）。
○
四
等
親
家
＝
試
験
で
落
第
点
を
取
り
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
「
杖じ
ょ
う
け
い刑
」

（
笞む
ち

打う

ち
の
刑
）
に
処
さ
れ
た
親
戚
の
こ
と
。「
生
員
（
秀
才
、
諸
生
）」
は
、
そ
の
知
識
レ
ベ
ル
が

規
定
の
水
準
に
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
、
三
年
に
一
度
、「
歳
試﹇suìshì

﹈」
と
呼
ば

れ
る
試
験
を
受
け
る
義
務
が
あ
っ
た
。
試
験
の
成
績
は
六
つ
の
等
級
に
分
け
ら
れ
、
四
等
の
者
は
罰

と
し
て
「
杖
刑﹇zhàngxìng

﹈」（
イ
バ
ラ
の
枝
や
竹
の
棒
で
、
背
中
、
臀
部
、
脚
な
ど
を
叩
き
つ

け
る
刑
罰
）
に
処
せ
ら
れ
た
。
後
出
の
第
一
五
話
「
求き
ゅ
う
せ
ん籤」
に
「
四
等
止
杖
責
」（
四
等
の
場
合
は
「
杖

刑
」
を
受
け
る
だ
け
で
済
む
が
）
と
あ
る
。「
親
家﹇qìngjia

﹈」
は
、
子
女
の
婚
姻
に
よ
り
生
じ
た

親
同
士
の
姻
戚
関
係
を
い
う
。
左
訓
「
ヨ
ダ
ン
メ
ノ
シ
ン
ル
イ
」（
四
段
目
の
親
類
）。
○
﹇
嘲
二

書

生
獃
子
一

﹈（
割
注
）
＝
間ま

ぬ抜
け
な
書
生
を
馬
鹿
に
し
た
話
。
こ
の
割
注
は
遠
山
荷
塘
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
原
本
に
は
な
い
。「
獃
子﹇dāizi

﹈」
は
「
間ま

ぬ抜
け
」「
愚お
ろ

か
者も
の

」
の
意
。
○
同
時
四
等
＝
同

時
に
四
等
の
成
績
を
と
っ
た
。
左
訓
「
キ
フ
ダ
イ
ヨ
バ
ン
メ
」（
及
第
、
四
番
目
）。
○
聯
姻
＝
婚
姻

関
係
に
よ
っ
て
両
家
が
親
戚
と
な
る
こ
と
。
左
訓
「
ヱ
ン
ク
ミ
」（
縁
組
み
）。『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』

所
収
の
類
話
で
は
「
久
之
聯
親
」「
久
之
聯
姻
」
と
な
っ
て
お
り
、「
久
之
（
久ひ
さ

し
う
し
て
）」（
ず
い

ぶ
ん
長
い
年
月
が
過
ぎ
た
あ
と
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
○
會
親
＝
結
婚
の
後
、
双
方
の
親
族
が

贈
り
物
な
ど
し
て
顔
つ
な
ぎ
を
行
う
こ
と
。
左
訓
「
シ
ン
ル
ヰ 

ヨ
リ
ア
ヰ
」（
親
類
、
寄
り
合
い
）。

○
尊
容
＝
尊
顔
。
相
手
の
容
姿
に
対
す
る
敬
称
。
左
訓
「
オ
ス
カ
タ
」（
お
姿
）。
○
曾
在
何
處
會
過

来
＝
以
前
に
ど
こ
か
で
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
會
過
来
」
は
、「
こ
れ
ま
で
に
お
会
い
し

た
こ
と
が
あ
る
」と
い
う
経
験
を
表
す
ア
ス
ペ
ク
ト
助
詞「
過
」の
用
法
と
思
わ
れ
る
が
、『
笑
府
』『
絶
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纓
三
笑
』『
笑
林
広
記
』、
い
ず
れ
も
「
会
過
来
」
と
な
っ
て
い
る
。
現
代
中
国
語
で
は
「
曽
経
在

里
見
過
（
面
）」
と
い
う
。
左
訓
「
ト
コ
デ
カ
ヲ
メ
ニ
カ
ヽ
ツ
タ
ヤ
ウ
デ
ア
ル
」（
ど
こ
で
か
、
お
目

に
か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）。
○
便
是
＝
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、そ
の
通
り
で
す
。
現
代
中
国
語
の
「
就

是
」
と
同
じ
。
相
手
の
意
見
に
対
す
る
同
意
を
表
す
。
左
訓
「
ナ
ル
ホ
ト
」（
な
る
ほ
ど
）。
○
一
時

想
不
起
＝
と
っ
さ
に
は
思
い
出
せ
な
い
。「
想
不
起
」
は
、
動
詞
「
想
」
と
方
向
補
語
「
起
」
の
間

に
否
定
詞
「
不
」
が
置
か
れ
た
構
文
で
、
不
可
能
（
思
い
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い
）
を
表
す
（
方

向
補
語
の
不
可
能
形
）。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
チ
ヨ
イ
ト
カ
ン
ガ
ヘ
ツ
カ
ス
」（
ち
ょ
い
と

考
え
つ
か
ず
）。
○
忽
然
同
悟
＝
た
ち
ま
ち
二
人
同
時
に
ハ
ッ
と
気
が
つ
く
。
左
訓
「
フ
ト
リ
ヤ
ウ

ホ
ウ
ト
モ
サ
ト
ル
」（
ふ
と
両
方
と
も
悟
る
）。
○
點
頭
＝
う
な
ず
く
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓

「
ウ
ナ
ツ
イ
テ
」（
頷う
な
ずい
て
）。
○
嗄﹇á
﹈
＝
「
啊
」、
前
出
（
第
八
話
「
楊
相
公
」）。
こ
こ
で
は
、
そ

れ
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
ハ
ッ
と
気
が
つ
い
た
と
き
の
驚
き
と
訝い
か
ぶり
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い

る
。
単
な
る
驚
き
で
は
な
く
、「
あ
っ
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
、
え
ぇ
〜
？ 

あ
ち
ゃ
ぁ
〜
。」
と
い
う

ぐ
ら
い
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
左
訓
「
ホ
ン
ニ
」。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
二
（
第
四
二
話
「
四
等
親
家
」）、『
絶
纓
三
笑
』
巻
一
時
笑
・
澹
語
（
第

四
七
話
「
四
等
親
家
」）
に
類
話
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
府
』
の
日

本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
五
〇
〜
五
一
頁
参
照
。

　
　
『
笑
府
』
第
四
二
話
（
巻
二
腐
流
部
）

　
　
　
　

四
等
親
家

　
　

兩
秀
才
同
時
四
等
。
于
受
責
時
曾
識
一
面
。
久ヽ
之ヽ
。
聯ヽ
親ヽ
。
于

　
　

會
親
日
相
見
。
男
親
家
曰
。
尊
容
曾
于
何
處
會
過
來
。
女
親

　
　

家
亦
曰
。
便
是
面
善
。
一
時
想
不
起
。
各◯

◯
◯
◯

沈
吟
間
。
忽◯

◯
◯
◯

然
同
悟
。

　
　

男
親
家
點◯

◯
◯

頭
曰
。
嗄◯

。
女
親
家
亦◯

◯
◯
◯
◯

點
頭
曰
嗄

　　
　
『
絶
纓
三
笑
』
第
四
七
話
（
巻
一
、
時
笑
・
澹
語
四
七
）

　
　
　
　

四
等
親
家

　
　

兩
秀
才
聯
名
四
等
。
於
遞ヽ
ヽ

ヽ
受
責
時
。
曾
識
一
面
。
久
之

　
　

聯
姻
。
會
親
日
相
見
。
男
親
家
曰
。
尊
容
曾
於
何
處
會

　
　

過
來
。
女
親
家
曰
。
便
是
面
善
。
一
時
想
不
起
各◯

◯
◯

沈
吟

　
　

間◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

忽
然
同
悟
男
親
家
點
頭
曰
嗄
女
親
家
亦
點
頭

　
　

曰◯
◯嗄

　
　
　

如
此
親
家
眞
正
門
當
戸
對
。
說◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

合
者
可
稱
良
媒

　　
『
絶
纓
三
笑
』
に
見
え
る
末
尾
の
評
語
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

　　
　

こ
の
よ
う
な
姻
戚
関
係
は
、
ま
さ
し
く
「
門
当
戸
対
」（
家
柄
が
ち
ょ
う
ど
釣
り
合
っ
て
い
る
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
仲
を
取
り
持
っ
た
人
は
、「
肝き
も

煎い

り
上じ
ょ
う

手ず

」
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
絶
纓
三
笑
』
に
は
、
圏け
ん
て
ん点
が
大
量
に
附
さ
れ
た
オ
チ
の
部
分
に
、「
全
人
絶
倒
」（
す
べ

て
の
人
が
腹は
ら

を
抱か
か

え
て
笑
い
転こ
ろ

げ
る
）
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
の
書
き
込
み
は
、
中
国
清
代

の
文
人
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
話
を
読
み
、
本
気
で
大
笑
い
し
た
人
物
が
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　
余
説

　
「
四
等
親
家
」
を
現
代
風
に
訳
せ
ば
、「
テ
ス
ト
結
果
が
Ｄ
判
定
の
親
類
縁
者
」
と
な
ろ
う
。「
秀
才
」

「
諸
生
」「
廩
生
」「
生
員
」
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
実
力
テ
ス
ト
（「
歳
試
」）
の
結
果
は
、
以
下
の
六

等
に
分
類
さ
れ
る
。

　

一
等
、
文
理
平
通
。
二
等
、
文
理
亦
通
。
三
等
、
文
理
略
通
。
四
等
、
文
理
有
疵
。
五
等
、
文
理

荒
謬
。
六
等
、
文
理
不
通
。
ま
さ
に
、
受
験
生
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
判
定
に
相
当
す
る
。
こ
の
試
験
の

結
果
に
よ
り
、
階
級
が
上
が
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
処
罰
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
四
等

（
Ｄ
判
定
）
を
取
れ
ば
、罰
と
し
て
棒
た
た
き
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、六
等
（
Ｆ
判
定
）
を
取
れ
ば
、「
生

員
」
の
身
分
は
剥
奪
さ
れ
、
庶
民
に
格
下
げ
と
な
っ
た
。
科
挙
の
試
験
制
度
、
受
験
生
の
実
態
に
つ

い
て
は
、
清
代
白
話
小
説
『
儒じ
ゅ
り
ん
が
い

林
外
史し

』（
全
五
五
回
）
に
詳
し
い
。『
儒じ
ゅ
り
ん
が
い

林
外
史し

』
は
、
中
国
古
典

文
学
大
系
43
『
儒
林
外
史
』（
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
）
に
稲
田
孝
氏
の
全
訳
と
解
説
が
備
わ
る
。

　
⑬
腹ふ
く
な
い
ぜ
ん

内
全
無む

（
お
腹な
か

の
中
に
は
何
も
な
い
）

原
文

　
　

腹
│

内
全
ク

無
シ

﹇
同
上
﹈

38
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一
秀
才
将コヽ
ロ
ミ
ニ
デ
ヨ
ウ
ト
ス
ル

レ

試
ン
ト

、
日
│

夜
憂ウツ
ウ
ツ
ト
シ
テ

鬱
シ
テ

不
レ

已
、
妻
乃
チ

慰
レメ

之
ヲ

曰
ク

、
看
二レ
ハ

你オマ
ヘ カ

作
レル

文
ヲ

如
レキ
ノ

此
ノ

之
難
一キ
ヲ

、

好
ニ

似
二テ

奴
カ

生
産
二ス
ル
ニ

一
│

般
也

、
夫
曰
ク

、
還マアダ タ

是
レ

你
チ

毎ラ 

生
レム
ハ

子
ヲ 

容タヤ
ス
イ
│

易
也

、
妻
曰
ク

、
怎ドウ
シ
タ
ワ
ケ
ダ

ン
ソ

見
ミ

得
ル

、

チ
ヤ
ウ
ト　
　

ワ
タ
シ
カ
サ
ン
ヲ
ス
ル
ト
ヲ
ナ
シ
コ
ト

夫
曰
ク

、
你
ハ

是
レ

有
レル

在
二ル

肚
裏
一ニ

的モ
ノ

、
我
レ
ハ

是
レ

没
レ

在
二ル
コ
ト

肚
裏
一ニ

的
也

、

　
書
き
下
し
文

　
　

腹ふ
く
な
い内 

全ま
つ
たく
無な

し
﹇
同ど
う

上じ
や
う﹈

両り
や
う　
秀し
う
さ
い才 

将ま
さ

に
試
こ
こ
ろ
みん
と
す
、
日に
ち

夜や 

憂い
う
う
つ鬱
し
て
已や

ま
ず
、
妻つ
ま 

乃す
な
はち 

こ
れ
を
慰な
ぐ
さめ
て
曰い
は

く
、
你な
ん
ぢが
文ぶ
ん

を
作つ
く

る 

此か
く

の
如ご
と

き
の
難か
た

き
を
看み

れ
ば
、
好ま
さ

に 

奴ど

が
生せ
い
さ
ん産
す
る
に
似に

て
一い
つ
ぱ
ん般
な
り
、
夫を
つ
と

曰い
は

く
、
還ま

た
是こ
れ 

你な
ん
ぢ

毎ら 

子こ

を
生う

む
は
容よ
う

易い

な
り
、
妻つ
ま

曰い
は

く
、
怎い
か

ん
ぞ
見み

う得
る
、
夫を
つ
と

曰い
は

く
、
你な
ん
ぢは 

是こ
れ 

肚と

り裏
に

在あ

る
有あ

る
も
の
、
我わ
れ

は
是こ
れ 

肚と

裏り

に
在あ

る
こ
と
没な

き
も
の
な
り
、

　
現
代
語
訳

　

あ
る
秀
才
、
試
験
が
迫せ
ま

っ
て
き
た
た
め
、
昼
も
夜
も
憂ゆ
う
う
つ鬱
で
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
奥
さ
ん
は
、

こ
う
言
っ
て
慰な
ぐ
さめ
た
。

　

「
あ
な
た
が
こ
ん
な
に
文
章
を
作
る
の
が
つ
ら
い
な
ん
て
、
ち
ょ
う
ど
わ
た
し
が
赤
ち
ゃ
ん
を
産

む
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
な
の
ね
。」

　

す
る
と
夫
は
、

　

「
い
や
、
や
っ
ぱ
り
お
前
た
ち
が
子
供
を
産
む
方
が
ま
だ
マ
シ
だ
よ
。」

　

と
言
う
。

　

「
な
ん
で
そ
う
な
る
の
よ
。」

　

と
奥
さ
ん
が
訊た
ず

ね
る
と
、
夫
は
こ
う
言
っ
た
。

　

「
お
前
の
方
は
、
お
腹な
か

の
中
に
あ
る
も
の
を
出
す
ん
だ
ろ
、
と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
わ
し
の
方
は

な
、
お
腹な
か

の
中
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
を
、
ひ
ね
り
出
さ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
よ
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
四
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第
九
三
話
、

七
丁
裏
）。
○
﹇
同
上
﹈（
割
注
）
＝
前
と
同
じ
。
直
前
の
笑
話
「
四
等
親
家
」
の
タ
イ
ト
ル
下
に
附

し
た
割
注
﹇
嘲
二

書
生
獃
子
一

﹈（
間ま

ぬ抜
け
な
書
生
を
馬
鹿
に
し
た
話
）
と
同
じ
で
あ
る
、
と
い
う
意

味
。
○
将
試
＝
試
験
の
日
が
迫
っ
て
き
た
。
左
訓
「
コ
ヽ
ロ
ミ
ニ
デ
ヨ
ウ
ト
ス
ル
」（
試
み
に
出
よ

う
と
す
る
）。「
コ
ヽ
ロ
ミ
」（
試
み
）
と
は
、
試
験
の
こ
と
。
第
一
四
話
「
不
完
巻
」（
左
訓
）
に
も
、

「
コ
ヽ
ロ
ミ
ノ
文
章
カ
キ
シ
マ
ハ
ヌ
」（
試
験
の
文
章
（
答
案
）
を
最
後
ま
で
書
き
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
）
と
あ
り
、「
コ
ヽ
ロ
ミ
」
を
「
試
験
」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
○
憂
鬱﹇yōuyù

﹈
＝
気
が

ふ
さ
い
で
。
訓
読
「
憂ゆ
う
う
つ鬱
し
て
」、
左
訓
「
ウ
ツ
〳
〵
ト
シ
テ
」。
○
你
＝
あ
な
た
、
二
人
称
代
名
詞
。

左
訓
「
オ
マ
ヘ
」（
お
前
）。
○
好
＝
ま
さ
に
、ち
ょ
う
ど
。
訓
読
「
好ま
さ

に
」、左
訓
「
チ
ヤ
ウ
ト
」（
ち
ょ

う
ど
）。
遠
山
荷
塘
の
訓
読
と
左
訓
は
実
に
適
切
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、
京
都
刊
、
第
四
話
（
上
巻
、
二
丁
表
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
訓
読
の
水
準
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
拙
稿
「『
笑
府
』
三
種
比
較
攷
（
上
・
下
）」

（『
国
語
国
文
』
一
九
九
九
年
一
月
二
月
）
参
照
）。
和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
）
に
附
さ
れ
た
訓
は
、

「
好
シ

」（
よ
し
）。○
好
似
奴
生
産
一
般
＝
ち
ょ
う
ど
私
が
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。「
好

似
〜
一
般
」
は
、現
代
中
国
語
の
「
好
像
〜
一
様
」「
好
像
〜
似
的
」（
ち
ょ
う
ど
〜
の
よ
う
で
あ
る
）

に
相
当
す
る
。
左
訓
「
チ
ヤ
ウ
ト 

ワ
タ
シ
カ 

サ
ン
ヲ
ス
ル
ト 

ヲ
ナ
シ
コ
ト
」（
ち
ょ
う
ど
私
が
産

を
す
る
と
同
じ
こ
と
）。
○
奴﹇nú

﹈＝
私わ
た
し、わ
っ
ち（
近
世
語
）、
妾わ
ら
は（
近
世
語
）。
女
性
の
一
人
称（
謙

称
）。
○
還
是﹇háishi

﹈
＝
や
は
り
、依
然
と
し
て
、相
変
わ
ら
ず
。「
還
」
の
原
義
は
「
ま
だ
」。「
ま

だ
（
現
在
の
状
態
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
る
）」
＝
「
や
は
り
」。
左
訓
「
マ
ア
ダ
」。
○
你
毎

＝
「
你
們
」（
あ
な
た
た
ち
）。「
毎
」
は
複
数
形
語
尾
（
旧
白
話
語
彙
）、
現
代
中
国
語
の
「
們
」
と

同
じ
。「
你
チ

毎ラ

」
と
い
う
遠
山
荷
塘
の
施
訓
は
正
確
で
あ
る
。
和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
）
は
、「
你

毎
レニ

生
レ

子
ヲ

」（
你な
ん
ぢ 

子こ

を
生う

む
毎ご
と

に
）と
誤
読
し
て
い
る
。
○
容
易
＝
た
や
す
い
。
左
訓「
タ
ヤ
ス
イ
」。

○
怎
見
得
＝
ど
う
し
て
そ
う
だ
と
分
か
る
の
か
。
左
訓
「
ド
ウ
シ
タ
ワ
ケ
ダ
」（
ど
う
し
た
訳
だ
）。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
二
（
第
三
九
話
「
産
喩
」）、『
絶
纓
三
笑
』
巻
二
時
笑
・
風
語
二
九
（
第

三
二
九
話
「
産
喩
」）
に
類
話
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本

語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
四
八
頁
参
照
。
な
お
、
大
木
康
『
笑
林
・
笑
賛
・
笑
府

他
〈
歴
代
笑
話
〉』（
中
国
古
典
小
説
選
12
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
二
三
九
〜
二
四
〇
頁
）
に

『
笑
府
』の
本
文
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は『
笑
林
広
記
』の
も
の
で
あ
る
。
和
刻
本『
笑
府
』（
明

和
五
年
（
一
七
六
八
）、
京
都
刊
）
に
収
め
ら
れ
た
本
文
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
笑
府
』
収
録

話
の
原
文
は
下
記
の
通
り
で
あ
り
、『
笑
林
広
記
』
と
は
か
な
り
文
字
に
異
同
が
あ
る
。
ま
た
、『
絶

纓
三
笑
』
の
本
文
は
、『
笑
府
』
の
方
に
よ
り
近
い
。
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『
笑
府
』
第
三
九
話
（
巻
二
腐
流
部
）

　
　
　

産
喩

　
　

一
士
屢
科
不
利
。
其
妻
素
患
難
産
。
謂
夫
曰
。
中
這
一
節
。
與

　
　

生
産
一
般
。
艱
難
。
士
曰
。
你◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

却
是
有
在
肚
裡

　　
　
『
絶
纓
三
笑
』
第
三
二
九
話
（
巻
二
、
時
笑
・
風
語
二
九
）

　
　
　

產
喩

　
　

一
士
畏
考
。
妻
曰
。
你ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

們
的
考
。
想ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

與
我
們
的
生
產
一

　
　

般ヽ
難ヽ
。
士
曰
。
你◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

們
是
有
在
肚
裏
的

　
　
　

有◯
◯
◯
◯
◯
◯

者
難
得
出
來
。
無◯

◯
◯
◯
◯
◯

者
難
得
進
去 
○ 
先
輩
謔
語

　
　
　

云
。
天◯

◯
◯
◯
◯
◯

下
只
有
兩
箇

子

◯
◯
◯
◯
◯

不
勢
利
。
隨◯

◯
◯
◯
◯

你
極
富
極

　
　
　

貴◯

。
閻

子
不
放
他
在
世
上
。
只
看
得
。
隨
你
極
富

　
　
　

極
貴
。
孔

子
不
進
他
肚
裏
去
。
只
看
得
。
實
是
絶

　
　
　

頂
議
論
。

　　
『
絶
纓
三
笑
』
末
尾
の
評
語
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

　　

（
お
腹な
か

の
中
に
何
か
が
）
入
っ
て
い
る
者
は
、外
に
取
り
出
す
の
が
難
し
く
、（
お
腹な
か

の
中
に
何
も
）

入
っ
て
い
な
い
者
は
、
中
に
入
っ
て
行
く
の
が
難
し
い
。
○ 

先
達
の
お
ど
け
話
に
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。「
こ
の
世
の
中
に
、
権
力
や
利
益
に
左
右
さ
れ
な
い
の
は
、
た
だ
二
人
の

じ
ひ
げ

い
さ
ん
し
か
い
な
い
。
あ
な
た
が
如い

か何
に
金
持
ち
で
あ
っ
て
も
、
如い

か何
に
身
分
が
高
く
て

も
、
閻え
ん

魔ま

の

じ
ひ
げ

い
さ
ん
は
そ
い
つ
を
（
地
獄
か
ら
）
人
間
界
に
解
放
し
て
や
っ
た
り
は
し
な

い
、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
な
た
が
如い

か何
に
金
持
ち
で
あ
っ
て
も
、
如い

か何
に

身
分
が
高
く
て
も
、
孔
子
の

じ
ひ
げ

い
さ
ん
は
そ
い
つ
を
お
腹な
か

の
中
に
入
れ
て
や
っ
た
り
は
し
な

い
（
学
問
に
秀
で
た
聖
人
に
し
て
や
っ
た
り
は
し
な
い
）、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。」
こ

れ
ぞ
正
し
ょ
う
し
ん
し
ょ
う
め
い

真
正
銘
、
究
極
の
見
解
（
こ
れ
以
上
は
な
い
、
極
め
つ
け
の
公
平
無
私
の
裁
き
）
と
い

う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

　

な
お
、
本
話
は
以
下
の
和
刻
本
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。
和
刻
本
『
笑
府
』
半
紙
本
二
巻
二
冊

（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、
京
都
刊
）、『
笑
林
広
記
鈔
』
半
紙
本
一
巻
一
冊
（
訳
文
の
み
、
安
永
七

年
（
一
七
七
八
）
刊
）。
ま
た
、『
訳
準
笑
話
』
大
本
一
巻
一
冊
（
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
刊
）
は
、

こ
の
笑
話
に
も
と
づ
き
、
場
面
設
定
を
江
戸
時
代
の
詩
社
に
取
り
な
し
た
漢
文
笑
話
を
作
っ
て
い
る
。

以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
原
文
を
載
せ
る
。

　　
　
『
笑
府
』
半
紙
本
一
巻
一
冊
、
第
四
話
（
二
丁
表
）

　

一
秀
才
将
レ

試
レ
ン
ト

日
│

夜
憂
欝
不
レ

已
マ

妻
乃
慰
レ

之
曰 

看
你
カ

作
レ

文

　

如
レ

此
之
難 

好
シ

似
二テ

奴
カ

生
産
一ニ

一
│

般 

夫
曰
還
テ

是 

你
毎
レニ

生
レ

子
ヲ

　

容
│

易
妻
曰 

怎
ニ
ソ

見
│

得
ス
ル 

夫
曰 

你
ハ

是
有
レ

在
二

肚ハ
ラ裏
一ニ

的 

我
ハ

是
没ナキ

　
レ

在
二

肚
裏
一ニ

的

　　
　
『
笑
林
広
記
鈔
』
第
一
〇
話
「
腹
内
全
ク

無
シ

」（
四
ノ
五
丁
裏
）

　

一
秀
才
及キ
ツ
ダ
イ第
ニ
行
ン
ト
欲
シ
日
夜
憂ユ
ウ
ウ
ツ鬱
シ
テ
已ヤ
マ

ズ
妻

　

之
ヲ
慰ナ
ク
サメ
テ
曰
汝
カ
文
ヲ
作
ル
ノ
難カ
タ

キ
ヲ
見
レ
ハ
我
産サ
ン

ヲ

　

ナ
ス
ト
一ヲ
ナ
ジ
キ般
ナ
リ
夫ヲ
ツ
トノ
曰
汝
カ
子
ヲ
産ウ
ム

ハ
還カ
ヘ
ツテ
容タ
ヤ
ス
キ易
ナ
リ

　

妻
ノ
曰
怎ナ
ニ
ト
シ
テ
ゾ
ヤ

見
得
夫
ノ
曰
汝
ハ
是
肚ハ
ラ
ノ
ウ
チ裏ニ
モ
ノ
ア
リ
我
ハ

　

肚ハ
ラ
ノ
ウ
チ裏ニ
モ
ノ
ガ
ナ
ヒ

　　
　
『
訳
準
笑
話
』
第
一
六
話
（
三
丁
裏
六
〜
九
行
目
）

　
　
　

詩
社
ノ

宿
題
。
期
迫
二ル

明
日
一ニ

。
有
二

惰
テ

而
俄
ニ

作
ル

者
一

。
夜
參
半
。
沈
吟
未

　
　
　
レ

成
。
喟
然
ト
シ
テ

而
歎
シ
テ

曰
。
嗚
呼
。
苦
哉
。
腹
且
レ

裂
ン
ト

矣
。
婦
人
在
レ

旁
ニ

。
曰
與
ハ

　
　
　
レ

生
レ

子
ヲ

何
如
。
曰
不ソン
ナ
ダ
ン
デ
ハ
ナ
イ

レ

啻
ナ
ラ

也
。
生
レハ

子
ヲ

舉
二

其
所
一ヲ
レ

有
耳
。
索
レ

句
ヲ

之
苦
ハ

。
素
ト

　
　
　

腹
中
ノ

所
レ

無
。
豈
不
二

尤
艱
一ナ
ラ

哉
。

　　
『
訳
準
笑
話
』
の
文
体
は
、
中
国
笑
話
の
会
話
文
（
白
話
）
と
は
異
な
り
、
文
言
（
古
典
漢
文
）

で
記
さ
れ
て
い
る
。
漢
文
に
よ
る
文
章
作
成
教
本
（
例
文
集
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
儒
学
者
に
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
現
代
中
国
語
（
唐
話
）
に
よ
る
会
話
や
作
文
で
は
な

く
、
文
言
（
古
典
漢
文
）
に
よ
る
作
文
ま
た
は
作
詩
能
力
で
あ
っ
た
。『
訳
準
笑
話
』
の
意
味
は
以
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下
の
通
り
で
あ
る
。

　　
　

（
漢
詩
を
作
る
）
詩
社
で
課
さ
れ
た
宿
題
の
期
日
が
、
い
よ
い
よ
明あ

す日
に
迫せ
ま

っ
て
き
た
。
そ
れ

ま
で
サ
ボ
っ
て
い
た
者
は
、（
一い
ち

夜や

づ漬
け
で
）慌
て
て
課
題
に
取
り
組
ん
だ
が
、真
夜
中
に
な
っ

て
も
、
ウ
ン
ウ
ン
う
な
っ
て
ば
か
り
で
課
題
を
仕
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
、
慨
嘆
し
て
言
っ
た
。「
あ
あ
。
苦
し
い
。
腹
が
裂
け
そ
う
じ
ゃ
。」
す
る
と
、

横
に
い
た
妻
が
言
っ
た
。「
赤
ち
ゃ
ん
を
生
む
の
と
比
べ
た
ら
、ど
ん
な
も
の
か
し
ら
。」「
そ

ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
さ
。
赤
ち
ゃ
ん
を
生
む
の
は
、
腹
の
中
に
あ
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
だ

け
だ
が
、
詩
句
を
紡つ
む

ぎ
出
す
苦
し
み
は
、
も
と
も
と
お
腹な
か

の
中
に
な
い
も
の
を
生
み
出
そ
う

と
す
る
苦
し
み
な
の
だ
。
こ
れ
ほ
ど
苦
し
い
こ
と
は
あ
る
ま
い
。」

　
余
説

　

ま
た
し
て
も
、
無
学
な
「
諸
生
」「
生
員
」「
秀
才
」「
廩
生
」
を
嘲あ
ざ
ける
話
。
中
国
で
は
、
お
腹な
か

の

中
に
こ
そ
、
文
章
の
才
能
・
知
識
・
セ
ン
ス
・
教
養
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
第
一
一
話
「
無
一
物
」
に
も
、「
看
ル
ニ

他
ノ

巾
ハ

便
チ

帯
二

了
ス
レ
ト
モ

一
│

頂
一ヲ

、
原
│

来
腹
│

中
ニ
ハ

毫
モ

無
二

一
│

物
一

」（（
土
地
神
の
像
は
、
偉
そ
う
に
学
者
気
取
り
の
）
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
く
せ
に
、

な
ん
だ
中な
か

身み

は
空か
ら

っ
ぽ
な
の
か
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。
お
腹な
か

の
中
が
空か
ら

っ
ぽ
な
の
は
、
知
識
人

と
し
て
の
教
養
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
、
当
の
本
人
が
自
ら
告
白
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
、
い
っ
そ
う
可お

か笑
し
い
。

　
⑭
不ふ

完か
ん
か
ん巻
（
答
案
を
最
後
ま
で
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
…
…
）

原
文

　
　

不
レ

完
レヲ

巻
ヲ

﹇
嘲
二ス

夤
縁
シ
テ

入
レル

塲
ニ

書
生
一ヲ

﹈

一
│

生
不
レ

完
レ

巻
ヲ

、　

考─

 

置
二テ

四
等
一ニ

受
レク

朴
ヲ

、
對
レシ
テ

友
ニ

曰
ク

、
我
レ

只ゝ
缺
二キ
│

得
タ
リ

半
篇
一ヲ

、
友
云
ク

　
　
　
　
　

コ
ヽ
ロ
ミ
ノ
文
章
カ
キ
シ
マ
ハ
ヌ 

シ
ラ
ベ
ヤ
ク

還
ダ

好
シ

、
若
シ

做
リ

完
シ

、
看
了
ラ
ハ

定
テ

要ス
二

打
殺
一セ
ン
ト、

　
書
き
下
し
文

　
　

巻く
わ
んを
完を
は

ら
ず
﹇
夤い
ん
え
ん縁
し
て
場ぢ
や
うに
入い

る
書し
よ
せ
い生
を 

嘲て
う

す
﹈

一い
ち
せ
い生 

巻く
わ
んを
完を
は

ら
ず
、
考か
う 

四よ
ん
と
う等
に
置お

か
れ 

朴ぼ
く

を
受う

く
、
友と
も

に
対た
い

し
て
曰い
は

く
、
我わ
れ 

只た
だ 

半は
ん
ぺ
ん篇
を
缺か

き

得え

た
り
、
友と
も 

云い
は

く 

還ま

だ
好よ

し
、
若も

し 

做つ
く

り
完を
は

ら
ば
、
看み

了を
は

り
て 

定さ
だ

め
て 

打だ

殺さ
つ

せ
ん
と
す
、

　
現
代
語
訳

　

あ
る
書
生
、
答
案
を
最
後
ま
で
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、（「
歳
考
」
の
）
成
績
は
Ｄ
判
定
（
四

等
）、（
罰
と
し
て
）
棒
た
た
き
の
刑
を
受
け
た
。
友
人
に
向
か
っ
て
、

　

「
俺
は
半
分
書
け
な
か
っ
た
だ
け
な
ん
だ
ぜ
。」

　

と
言
う
と
、
友
人
は
、

　

「
ま
だ
そ
の
方
が
よ
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。
も
し
最
後
ま
で
書
い
て
い
た
ら
、
確
実
に
死
ぬ
ほ
ど

ぶ
ち
の
め
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。」

　

と
答
え
た
。

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
四
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第

九
四
話
、
七
丁
裏
）。
○
﹇
嘲
二ス

夤
縁
シ
テ

入
レル

塲
ニ

書
生
一ヲ

﹈（
割
注
）＝
賄
賂
と
コ
ネ
で
科
挙
試
験
会
場
に

入
っ
た
書
生
を
馬
鹿
に
し
た
話
。「
夤
縁﹇yínyuán

﹈」は
、賄
賂
や
コ
ネ
で
権
力
者
に
取
り
入
る
こ
と
。

「
入
場﹇rùchǎng

﹈」
は
、
科
挙
の
試
験
会
場
に
入
る
こ
と
。
こ
の
割
注
は
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
原
本
に
は
な
い
。
○
一
生
＝
あ
る
（
一
人
の
）「
生
員
」「
諸
生
」「
秀
才
」。
科
挙
の
第

一
試
験
に
合
格
し
た
「
秀
才
」
は
、
知
識
レ
ベ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
三
年
に
一
度
、「
歳
試
」

と
呼
ば
れ
る
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
第
一
二
話
「
四
等
親
家
」
参
照
）。
○
不
完

巻
＝
「
歳
試
」
の
答
案
を
最
後
ま
で
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。「
巻﹇juàn

﹈」
は
、
試

験
答
案
の
こ
と
。左
訓「
コ
ヽ
ロ
ミ
ノ
文
章
カ
キ
シ
マ
ハ
ヌ
」（
試
み
の
文
章
、書
き
し
ま
わ
ぬ
）。「
コ
ヽ

ロ
ミ
」
と
は
、「
試
験
」
の
意
（
第
一
三
話
「
腹
内
全
無
」
前
出
）。
○
考
置
四
等
受
朴
＝
試
験
の
結

果
、
四
等
（
Ｄ
判
定
）
と
な
り
、
棒
た
た
き
の
刑
を
受
け
た
、
と
い
う
意
味
。「
考﹇kǎo

﹈」
は
、
試

験
を
受
け
る
、
受
験
す
る
と
い
う
意
味
の
動
詞
。「
考
」
に
左
訓
「
シ
ラ
ベ
ヤ
ク
」（
調
べ
役
）
を
附

す
の
は
誤
訓
で
あ
る
。「
置﹇zhì

﹈」
は
、
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
「
な
っ
た
」
こ
と
を
表
す
結
果

補
語
。
テ
ス
ト
を
受
け
た
結
果
、「
四
等
（
下
か
ら
三
番
目
の
等
級
）」
と
い
う
処
罰
対
象
ラ
ン
ク
に

な
っ
た
、そ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
に「
置
か
れ
た
」「
落
ち
着
い
た
」と
い
う
意
味
。「
受
朴﹇shòupò

﹈」は
、

「
朴
樹
」（
エ
ノ
キ
、
ヨ
ノ
キ
）
の
枝
で
、
背
中
、
臀
部
、
脚
な
ど
を
殴
ら
れ
る
こ
と
。
笞む
ち

打う

ち
、
棒

た
た
き
の
刑
罰
を
受
け
る
と
い
う
意
味
。
第
一
二
話
「
四
等
親
家
」
参
照
。
○
若
シ

做
リ

完
シ

＝
も
し
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も
（
答
案
を
）
最
後
ま
で
書
き
上
げ
て
い
た
ら
。
下
に
「
看み

了を
は
ラ
バ

」
と
い
う
語
が
な
け
れ
ば
、「
若も
シ

做つ
く
リ

完を
は
ラ
バ

」と
訓よ

む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。「
完
シ

」の
訓
読
不
明
。
○
看
了
定
要
打
殺
＝（
答
案
を
）

見
て
、
必
ず
や
（
あ
な
た
を
棒
で
）
死
ぬ
ほ
ど
叩た
た

き
の
め
す
で
あ
ろ
う
。「
定﹇dìng

﹈」
は
、「
一
定

﹇yídìng
﹈」「
必
定﹇bìdìng

﹈」（
必
ず
、
き
っ
と
）
と
い
う
意
味
の
副
詞
。「
要
﹇yào

﹈」
は
、「
〜

し
よ
う
と
す
る
」
こ
と
を
表
す
助
動
詞
。
い
ず
れ
も
現
代
中
国
語
と
同
じ
用
法
。
こ
の
意
を
汲く

ん
で
、

「
要
」
に
は
右
傍
訓
「（
〜
セ
ン
ト
）
ス
」
が
振
ら
れ
て
い
る
。「
打
殺
」
は
、死
ぬ
ほ
ど
ぶ
ち
の
め
す
、

ま
た
は
、
叩た
た

き
殺
す
意
。「
殺
」
は
強
意
の
結
果
補
語
だ
が
、
本
当
に
殺
し
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
。

　　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
余
説

　

答
案
を
書
け
ば
書
く
ほ
ど
、知
的
レ
ベ
ル
の
低
さ
が
露
呈
す
る
と
い
う
、間
抜
け
な
「
生
員
」（「
諸

生
」「
秀
才
」「
廩
生
」）
を
馬
鹿
に
し
た
話
。

　

第
一
二
話
「
四し

等と
う
し
ん親
家か

」
に
も
、「
生
員
」
の
レ
ベ
ル
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
（「
歳
考
」）
に
関
す
る

笑
話
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
次
の
第
一
五
話
「
求き
ゅ
う
せ
ん籤」
も
、「
歳
試
」
が
ら
み
の
話わ

柄へ
い

で
あ
る
。
三

年
に
一
度
と
は
い
え
、「
生
員
」
に
と
っ
て
「
歳
試
」
は
極
め
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
窺う
か
がわ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
笑
話
を
作
っ
た
読
書
人
に
と
っ
て
も
、
実
は
他ひ

と人
事ご
と

で
は
な
く
、

自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
を
、
こ
の
よ
う
な
笑
話
に
よ
っ
て
発
散
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
⑮
求
き
ゅ
う

籤せ
ん

（
お
み
く
じ
を
引
く
）

原
文

　
　

求
レム

籤ミク
ジ ヲ

﹇
同
上
﹈

一
士 

考
ニ

求
レム

籤
ヲ

、ミ
ナ
イ
ヒ
タ
テ
ル

通
│

陳
シ
テ

曰
、
考
在
二テ
ハ

六
等
一ニ

求
二ム

上
上
一ヲ

、
四
等
ニ
テ
ハ

下
下
ナ
レ

廟カン
ヌ
シ祝
曰
ク

、

相
│

公
差
ヘ
リ

矣
、
四
等
ハ

止ゝ
杖
責
也

、
如
何
ン
ソ

反
テ

是
レ

下
下
ナ
ル

、
士
曰
ク

、
非
二ス

汝
ノ

所
一ロ
ニレ

知
ル

、
六
等
ニ
シ
テ

黜ヒツ
コ
マ
セ
ラ
レ
ル

│

退
セ
ハ

、
極
テ

是
レ

乾
也

、

サ
ツ
バ
リ

若
シ

是
四
等
ニ
シ
テ

、
看
二
│

了
レ
ハ

我
レ

的
ノ

文
字
一ヲ

、
决
シ
テ

被
二ン

打
殺
一セ

、

　　

書
き
下
し
文

　
　

籤せ
ん

を
求も
と

む
﹇
同ど
う

上じ
や
う﹈

一い
ち

士し 

歳さ
い
か
う考
に
籤せ
ん

を
求も
と

む
、
通つ
う
ち
ん陳
し
て
曰い
は

く
、
考か
う 

六ろ
く
と
う等
に
在あ
り

て
は
上
じ
や
う
じ
や
う
上
を
求も
と

む
、
四し

等と
う

に
て
は
下げ

げ下

な
れ 

廟べ
う

祝し
ゆ
く

曰い
は

く
、
相さ
う
こ
う公 

差た
が

へ
り
、
四し

等と
う

は 

止た

だ 

杖ぢ
や
う

責せ
き

な
り
、
如い
か
ん何
ぞ 

反か
へ
つて
是こ
れ 

下げ

げ下
な
る
、

士し

曰い
は

く
、
汝な
ん
ぢの
知し

る
所と
こ
ろに
非あ
ら

ず
、
六ろ
く
と
う等
に
し
て
黜ち
ゆ
つ

退た
い

せ
ば
、
極き
は

め
て
是こ
れ 

乾か
ん

浄じ
や
うな
り
、
若も

し
是こ
れ 

四し

等と
う

に
し
て
、
我わ
れ

の
文も

じ字
を 

看み

了を
は

れ
ば
、
決け
つ

し
て
打だ

殺さ
つ

せ
ら
れ
ん
、

　
現
代
語
訳

　

あ
る
書
生
、
試
験
（「
歳
試
」）
に
臨
ん
で
お
み
く
じ
を
引
き
、
お
祈
り
を
し
て
こ
う
言
っ
た
。

　

「
試
験
の
結
果
が
Ｆ
判
定
（
六
等
）
な
ら
ば
大
吉
を
、
Ｄ
判
定
（
四
等
）
な
ら
ば
凶
が
出
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。」

　

孔
子
廟
の
管
理
人
は
言
っ
た
。

　

「
旦
那
さ
ん
、
そ
れ
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
Ｄ
判
定
（
四
等
）
の
場
合
は
、
棒
た
た
き
の

刑
を
受
け
る
だ
け
で
す
。
ど
う
し
て
そ
れ
が
凶
な
の
で
す
か
。」

　

書
生
は
言
う
。

　

「
あ
な
た
は
御
存
知
な
い
の
で
す
。
Ｆ
判
定
（
六
等
）
な
ら
、
庶
民
に
格
下
げ
（「
生
員
」
の
資

格
を
剥
奪
さ
れ
、
受
験
地
獄
か
ら
解
放
さ
れ
る
）、
極ご
く
ご
く々

さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
で
す
ね
、
も
し
Ｄ
判
定
（
四
等
）
な
ん
ぞ
を
取
っ
て
、
私
の
答
案
を
読
ま
れ
よ
う
も
の
な
ら
、

ぜ
っ
た
い
私
は
、
死
ぬ
ほ
ど
ぶ
ち
の
め
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
腐
流
部
（
四
丁
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
腐
流
部
（
第
九
五

話
、
七
丁
裏
〜
八
丁
表
）。
○
籤﹇qiān

﹈
＝
お
み
く
じ
。
左
訓
「
ミ
ク
ジ
」（
御
籤
）。
○
﹇
同
上
﹈

（
割
注
）
＝
「
上
」（
前
話
）
の
注
と
同
じ
。
第
一
四
話
「
不
完
巻
」
の
標
題
に
附
さ
れ
た
割
注
と
同

じ
、
つ
ま
り
﹇
嘲
二ス

夤
緣
シ
テ

入
レル

塲
ニ

書
生
一ヲ

﹈（
賄
賂
と
コ
ネ
で
科
挙
試
験
会
場
に
入
っ
た
書
生
を
馬

鹿
に
し
た
話
）
と
い
う
意
味
。
○
歳
考
＝
「
生
員
（
秀
才
、
諸
生
、
廩
生
）」
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
、

三
年
に
一
度
の
知
識
レ
ベ
ル
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
。
こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
次
第
で
、
昇
級
す
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
第
一
二
話
「
四
等
親
家
」、
第
一
四
話
「
不
完
巻
」
参
照
）。

○
通
陳
＝
「
祷
告
」「
祷
祝
」「
祝
告
」、
神
仏
に
お
祈
り
す
る
こ
と
。
こ
こ
は
儒
学
の
神
様
「
孔
子
」
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が
祀ま
つ

ら
れ
て
い
る
「
孔
子
廟
」
で
お
祈
り
し
た
の
で
あ
る
。
左
訓
「
ミ
ナ
イ
ヒ
タ
テ
ル
」（
み
な
言

ひ
立
て
る
）。
遠
山
荷
塘
は
、「
通
陳
」
を
「
一
通
叙
述
」「
通
通
陳
述
」
と
理
解
し
、「（
思
い
の
丈
を
）

洗
い
ざ
ら
い
、
す
べ
て
（
＝
「
ミ
ナ
」）
神
様
に
申
し
述
べ
る
（
イ
ヒ
タ
テ
ル
）」
と
解
釈
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
○
考
在
六
等
＝
試
験
を
受
け
、
そ
の
結
果
、
六
等
の
ラ
ン
ク
に
な
る
、
と
い
う
意
味
。
前

話
と
同
様
、「
考
」は「
試
験
を
受
け
る
」意
味
の
動
詞
。「
在
」は
、そ
の
結
果
、次
の
よ
う
に「
な
っ
た
」

と
い
う
意
味
を
表
す
結
果
補
語
。
○
上
上
＝
大
吉
。
中
国
で
は
伝
統
的
に
人
や
物
を
品
評
す
る
と
き
、

九
つ
の
等
級
に
分
け
て
考
え
た
。
上
か
ら
順
に
「
上
上
」「
上
中
」「
上
下
」「
中
上
」「
中
中
」「
中
下
」

「
下
上
」「
下
中
」「
下
下
」
の
九
つ
で
あ
る
（
宋
・
王
應
麟
『
小
学
紺
珠
』「
人
倫
・
九
等
」）。
江
戸

時
代
の
評
判
記
類
に
見
え
る
評
語
で
言
え
ば
、「
上
上
」
が
「
極
上
々
吉
」、「
下
下
」
が
「
凶
」
に

相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
○
六
等
＝
「
歳
考
」
に
お
け
る
最
低
ラ
ン
ク
の
成
績
評
価
。
後
に
出
て
く
る

よ
う
に
、「
六
等
」
の
成
績
を
取
っ
た
者
は
「
黜
退﹇chùtuì

﹈」（
後
出
）、「
四
等
」
の
者
は
「
杖
責

﹇zhàngzé

﹈」（
棒
た
た
き
の
刑
）
の
処
分
を
受
け
る
（
第
一
二
話
「
四
等
親
家
」
お
よ
び
第
一
四

話
「
不
完
巻
」
参
照
）。
○
廟
祝
＝
孔
子
廟
の
灯
明
や
線
香
を
管
理
す
る
人
。『
笑
林
広
記
』
本
文
に

よ
り
、「
廟
祝
」
が
「
お
み
く
じ
」
な
ど
も
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
左
訓
「
カ
ン
ヌ
シ
」（
神

主
）。
○
黜
退
＝
「
生
員
」
の
資
格
を
剥
奪
さ
れ
、庶
民
の
身
分
に
格
下
げ
さ
れ
る
こ
と
。「
生
員
」
は
、

俸
給
を
受
け
な
が
ら
科
挙
の
受
験
勉
強
に
励
む
こ
と
の
で
き
る
、
非
常
に
優
遇
さ
れ
た
身
分
で
あ
っ

た
。
左
訓
「
ヒ
ツ
コ
マ
セ
ラ
レ
ル
」（
引
っ
込
ま
せ
ら
れ
る
）。
○
乾
浄﹇gānjìng
﹈
＝
き
れ
い
で
あ
る
、

さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
サ
ツ
バ
リ
」。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
二
（
第
四
一
話
「
求
籤
」）、『
絶
纓
三
笑
』
巻
二
時
笑
・
風
語
三
〇
（
第

三
三
〇
話
「
求
籤
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』

四
九
〜
五
〇
頁
、
大
木
康
『
笑
林
・
笑
賛
・
笑
府
他
〈
歴
代
笑
話
〉』（
中
国
古
典
小
説
選
12
、
明
治

書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
〇
〜
二
四
二
頁
）
参
照
。
な
お
、
和
刻
本
『
笑
府
』
に
類
話
は
収
録
さ

れ
て
い
な
い
。

　
『
笑
府
』
収
録
話
お
よ
び
『
絶
纓
三
笑
』
収
録
話
の
原
文
は
、下
記
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
林
広
記
』

が
編
者
の
評
文
を
削
除
し
て
い
る
以
外
は
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

　　

　
　
『
笑
府
』
第
四
一
話
（
巻
二
腐
流
部
）

　
　
　

求
籤

　
　

一
士
歳
考
求
籤
。
通
陳
考
六
等
上
々
。
四
等
下
々
。
廟
祝
曰
。

　
　

相
公
差
矣
。
四
等
止
杖
責
。
如
何
反
是
下
々
。
曰
。
此
非
你
所

　
　

知
。
六ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

等
黜
退
。
極ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

是
乾
浄
。
若ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

在
四
等
。
看◯

◯
◯
◯
◯

了
我
文
字
。
决◯

◯被

　
　

打◯
◯殺

　
　
　

看
他
自
知
之
明
。
定
是
有
資
質
秀
才
。
恨
不
肯
用
功
耳
。

　
　
　

又
有
評
秀
才
悪
習
你
云
。
随◯

◯
◯
◯
◯
◯

你
兩
箇
人
考
。
也◯

◯
◯
◯

要
擠
一

　
　
　

擠◯

。
随◯

◯
◯
◯

◯

你
十
頓
飯
。
也◯

◯
◯
◯
◯

要
搶
一
搶
。
随◯

◯
◯
◯
◯
◯

你
一
箇
題
目
。
也◯

◯要

　
　
　

結◯
◯燭

。
随◯

◯
◯

◯
◯
◯

你
一
名
不
取
。
也◯

◯
◯
◯
◯
◯

要
説
不
公
道
、
逼ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

眞
可
笑

　　
　
『
絶
纓
三
笑
』
第
三
三
〇
話
（
巻
二
、
時
笑
・
風
語
三
〇
）

　
　
　

求
籤

　
　

一
士
遇
考
求
籤
。
祝
曰
。
六◯

◯
◯
◯

等
上
上
。
四◯

◯
◯
◯

等
下
下
。
人
問

　
　

如
何
倒
要
六
等
。
曰
。
六
等
退
了
還
乾

。
若
在
四
等
。

　
　

看◯
◯
◯
◯

了
文
章
。
決◯

◯
◯
◯

被
打
殺

　
　
　

自
知
之
明

　
余
説

　

こ
れ
も
ま
た
、「
歳
試
」
に
ま
つ
わ
る
笑
話
で
あ
る
。
自
分
の
答
案
を
採
点
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

棒
で
叩
き
の
め
さ
れ
る
よ
り
は
、む
し
ろ「
生
員
」の
身
分
を
剥
奪
さ
れ
、科
挙
試
験
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
た
方
が
、
後あ
と
く
さ腐
れ
な
く
さ
わ
や
か
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
を
擲な
げ
う

ち
、
受
験
地
獄
か
ら
逃
げ
出
し
た
い
と
い
う
切せ
っ

羽ぱ

つ詰
ま
っ
た
思
い
は
、
古
今
東
西
変
わ
る
こ
と
の
な

い
一
面
の
真
理
で
あ
ろ
う
。

 

（
次
号
に
続
く
）

　（
附
記
）

　

本
稿
は
、平
成
二
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究
Ｃ
、課
題
番
号
二
四
五
二
〇
二
四
四「
東

ア
ジ
ア
の
笑
話
と
日
本
文
学
・
日
本
語
と
の
関
連
に
関
す
る
研
究
」）に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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